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緒 言

RobertKochガ 結 核菌 テ議見 セシヨリ以來結 鱗 テ伺 ヒタルニ過 ギズ。今其 後更 二此方面 ノ研

核 ノ病理攣 化 テ實験的 二研究 シタルモ ノ枚塞 二 究 ラ逡 行 シタルテ以 テ逐次之 テ報 告 セン トス。

逞 アラズ。 結核菌若 シクハ其 他 ノ異物 ガ肺臓 二到達 スルヤ

結核菌氣管 内注入ニ ヨル肺臓病愛 ノ初期攣遷 二 此庭 二細胞 ノ滲出 シ來 リテ自衛防禦 ノ機轄 ノ惹

就 キテハ渡邊、Herxheimer及 ビJ6PPich等 起 セ ラル ・ノ・周知 ノ事實 ナルモ、其 細胞 ノ種類、

ノ業績 アル モ諸家 ノ読爾一致 テ見 ズ。 余 ハ襲 二 由來及 ビ滲 出速度等 二就 テハ多数 諸家 ノ読匠 々

海猿 二於 テ結核菌 ラ氣管 内二注射 シ比 較的長期 ニ シテ飾 スル所 ラ知 ラズ。 余 ハ氣 管枝洗醗法 ナ

ニ亙 リテ其肺臓病攣 二就 キ研究 シタルモ、其初 ルー新方法 テ武器 トシ本問題 二封 スル興味 アル

期憂遷 二就 キテハ顯微鏡的所見 ヨリ類推 シ其片 成績 テ得 タ リ。

第 一 章 實 験 方 法

實験 動物 ハ凡 テ中等大 ノ雄性海猿 ニ シテ、其使 管 テ露出 シ、 試験動物 ハ固定毫 ト共 二其頭部 テ

用 セル動物 数 ハ實験途 中発死 セルモ ノラ除 キテ 約30度 高位 ニ トラシメ、注射器 テ以 テ氣管 内

77頭 ナ リ。 二描入 シ、極 メテ徐k二 貼滴状 二 〇.3ccm量 注

使用 セル結核 菌 ハ當教 室二於 テ今村教授保管 ノ 入 テ行 ヒ、注射部位 ハ縫合 テ施 ス。

BCG菌 株 ニ シテ、其馬鈴薯培養基移植後約1爾 以下免疫動物 トアルノ・結 核菌1mgテ 右 脚 内

ケ月 テ経 タル登育旺盛 ナルモ ノテ使用 セ リ。本 側皮下或 ハ氣管 内二注射 シ、約1ケ 月 ラ経過 セ

菌 ハ弱 毒 ニ シテ進行性結核 テ惹起 セズ、而 モ免 ルモ ノー シテ感染免疫 テ賦與 セ シモ ノナ リ。

疫元性強力 ナルハ諸家 ノ認 ムル所 ニ シテ余 モ亦 観察方法 ハ上記結核菌俘游液 テ氣管 内 二 注射

前報 告二於 テ實験 謹明 セ リ。滅菌生理的食盤水 シ、直 後5分 、1(,分 、15分 、30分 、1時 間、

0・3ccm中 二結核菌1mgテ 含 有 セル菌俘游液3時 間、5時 間、10時 間 、2-1,時 間 、48時 間 、

ヲ製 造 シ注射 セ リ。3日 、5日 及 ピ10日 ノ各期 二於 テ屠殺 シ、其氣

氣管 内菌接種 ハ前頸部 二於 テ皮膚 テ切開 シ、氣 管枝 洗}條液塗抹標 本 テ製作 シ検鏡 セ リ。
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余 ノ所謂氣管枝 洗1條法 ナルモ ノハ實験動物 ノ深

部氣道 内容物 ノ検査 二甚 ダ簡便 ナルー新方法 ニ

シテ,後 來余 ノ本研究 テ追試 スルモ ノ・ミナ ラ

ズ又諸種 ノ研究 二使用 セラル〈ごク,此 腿 二精細

二記載 シ置 クベ シ。

動物 ノ屠殺 ハ「クロ ・フ ォルム」,「エー テル」等

ノ吸 入麻酔 テ避 ケタ リ,コ レ麻酔藥 ノ刺戟 ニ ョ

リ氣道粘膜 ノ障碍 セラル ・テ慮 リテナ リ。叉撲

殺 ハ肺出 血 ラ來 ス惧 レア リ。余 ハ頸動脈 テ切 断

シ脱血屠殺 シ,可 及的速 カニ肺臓 ラ氣管 テ附著

セル儘別 出 シ,其 氣管 内二之 二適合 セル内容2

-一一一3ccmノ 注 射器 テ装置緊縛 シ
,禮 温 二加温 セ

ル滅菌 生理的食盤水2ccmテ 注 入 シ,次 デ吸引

シ氣管枝腔及 ビ肺胞腔 ノ内容 テ洗}條 シ,斯 クシ

テ得 タル洗醗液 テ其儘載物硝子 二塗抹 シ,加 温

乾燥,加 熱 固定 テ行 ヒ,チ ー ル,子 一 ルぜ ン氏

結核菌染色法或 ハ「ヘ マ トキ シリン,エ オ ジン」

染色法 テ施 シテ検鏡 セ リ.注 射液 ノ注入,吸 出

ハ可及的緩徐 二行 ヒ此際決 シテ 暴力 テ加 フ ル

ベ カラズ,肺 組織 テ破壌 シテ間質組織 内 二存 在

スル細胞例 ヘバ血球或 ハ氣管枝粘膜 上皮 細胞等

ノ剥 睨 シ來 ル コ トアルベ シ。暴力 テ加 フル コト

ナ クシテ注入 シ タ ル2ccmノ 液 ハ最大1.5-

6ccm迄 吸 出 シ得 ルモ,余 ハ常 二1ccm量 ノ洗

縢液 ラ探取 シ條件 ノー定 センコ トラ計 リタ リ。

尚使 用 セル注射器 二就 キー言 スルニ,中 等大 海

狼 ノ氣管 ニハ通常2-5ccm注 射 器 ハ大 ニ シテ

適合 セズ。之 二適合 スル様注射器 ヲ製作 スルカ

或 ハ特殊 ノ金厩製接合管 テ作 ル テ便利 トス。

細胞%撒 ノ算定 二當 リテハ上記塗 抹標 本 二於 テ

細胞撒1000-一 一5000個 テ計算 セ リ。 術以下 ノ表

中實激 トアルハ李均一一視 野中(Leitz,5,31二 存

在 スル細胞敷 テ意味 ス。

第二章 實瞼成績

實験成績記載 二先立 チ,肺 胞 内遊走細胞即 チ氣

管枝 洗1條液 内二存在 スル細胞 ノ命 名二就 キ便宜

上此虜 ニー言 スルニ余 ハ肺胞 内細胞 テ其 形態 上

大軍核細胞,小 軍核細胞,大 多核(移 行型 及 ピ

分葉核)細 胞,多 核 白血球(小 多核 細胞),淋 巴

球性細胞及 ビ赤血球 ノ6群 二分 別 セ ン トス。淋

巴球性細胞 トハ小 ニ シテ,核 ハ「メチー レン」青

二濃染 シ,原 形質 ハ少 ク「メチー レン」青 二淡染

スル淋巴球様 細胞 ニ シテ恐 ラク血液 中 ノ淋巴球

ト同 ジモ ノナルベ シ。 大輩核細胞,小 輩核 細胞

及 ビ大多核細胞 ハ形 態上互 二連緬 的移行型 テ有

シ制然 タル嘔別 テ附 スルテ得 ズ。即 チ大軍核細

胞 ハ蔦眞第一圖2-4二 示 スガ如 ク,核 ハ圓形

或 ハ長儲圓形 ニ シテ原形質 ノ中心 ニアルモ ノア

リ,或 パー方 二偏在 スルモ ノアリ。原形質 甚 ダ

大 一・シテ,原 形質,細 胞核 共 二紫歌 ノ構造 テ示

ス。時 二大小 ノ室泡 テ形成 シ蜂 窩状 テ示 シ(第

一圖4》 「メチー レン」青 二淡染 ス。本標本 二於

テハ著 明 ナル核 小膿 テ有 セズ。小軍核 細胞 トハ

原形質 二乏 シク,核 又小 ニ シテ形態 小 ナ リ.細

胞核拉 二原形質共 二「メチー レン」青 二濃染 ス。

本 細胞 ト大軍核細胞 トノ間 ニハ各階段 ノ移行型

ア リ,且 雨者共 二塵埃 テ貧喰 セル鮎 ヨリ同一種

類 ノ細胞 ナル〈ごク,後 述 ノ所見 ヨリ大軍核 細胞

ノ幼弱型 ナルベ シ ト思惟 ス。本細胞 ト淋巴球 ト

ノ匠別 ハ切片標本 二於 テハ甚 ダ困難 ニ シテ,塵

埃 細胞 ノ淋 巴球性 ラ唱 フルモ ノアリ.然 レ共余

ノ塗抹標本 二於 テハ各細胞 ハ切片標本 二見 ルモ

ノニ比 シ甚 ダ大 一 シテ細胞 ノ微細構造 テ検 スル

ニ甚 ダ便利 ニシテ,小 軍核細胞 ト淋 巴球 トノ間

ニハ次 ノ諸鮎 二相違 アルテ見 タ リ。即 チ小輩核

細胞 二於 テハ原形質比較的濃染 シ,核 ハ屡{分

葉 シ、結核菌若 シクハ塵埃 テ囁 取 スル コ ト多 シ。

之 二反 シ淋 巴球様 細胞 ハ原形質 ハ淡染 スルヵ或

ハ殆 ン ド染 色 セズ,核 分葉 テ示 セルコ ト殆 ン ド

ナ ク,結 核菌或 ハ塵埃 テ囁取 セズ。 且結核菌接

種後 出現 スル時間的關係 二於 テ異 ナ リ。大輩核

細胞 ト殆 ン ド同一 ノ構造 テ示 スモ核 ノ形態 ガ伸

展(Ziehung),捻 轄(Drehung),多 形(polym-

orphl、 或 ・・分葉(Lappung)セ ル モ ノア リ、其
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間 二各種 ノ階段 テ有 ス,即 チ前記3者 ハ同一種

類 ニ シテ共 二塵埃 ヲ貧喰 スル鮎 ヨ リ之 テ縛稻 シ

テ塵埃細胞 ト名 付 クベ シ。小多核 細胞 ハ多核 白

血球 ト其形態全 ク同一 ニ シテ、上記大多核細胞

二属 スル分葉核 塵埃 細胞 二比 シテ其形態甚 ダ小

ナ リ、 且其 原形質 ハ「メチー レン」青 ニテ殆 ン ド

染 色 セズ或 ハ淡染 ス。 「ヘマ トキ シ リン、エ オジ

ン」染 色標本 二於 テハ原形質 内 二大 ナル或 ハ小

ナル 「エオ ジン」佳染穎粒 テ有 スル モ ノ多 シ。

J6ppichノ 、捻輻 桿状i等 ノ多形核 ラ有 スルモ ノ

テ移行型(Ubergansform)ト 稔 シ、分葉核 テ有

スルモ ノテ凡 テ多核 白血球 ト構 スルモ之 二就 キ

テハ後述 スベ シ。余 ハ此腱 ニー先 ヅ大移行 型細

胞及 ビ大分葉核細胞 テ大多核細胞 ト構 シ、小多

核細胞 テ多核 白血球 ト構 セン トス.

第 一項 健康 海瞑 二於 ケル所 見

健康海狽7頭 二於 テ其氣管枝 洗條液 テ検 査 セ

リ。其成績 ヲ表記 ス レバ第一表 ノ如 シ。

第 一 表

動物
番號

一覗野

中ノ細
胞数

拶核白
血球
%

大軍核
球
%

小輩核
球
%

淋巴球

%

1 9 26.0 57.5 4.9 12.6

2 33 67.9 21.5 8.5 2.1

73 5 12.7 63.7 7.6 12.0

74 21 52.3 38.9 5.4 3.4

75 12 42.1 45.6 4.5 7.8

76 3 23.4 52.3 6.7 17.6

77 4 25.6 54.9 8.2

一

11.3

(上記表中大多核細胞 ハ便宜上大軍核細胞二加

算 セリ)。

第二項 初感染海狽二於 ケル所見

菌注射直後 ノ所見

動物番號、3、 殺時禮重、310gr

肉眼的ニハ肺臓所憂 ナ久 脾臓重量、(1.3gr一

シテ著墜 ナシ。

氣管枝洗縢液 テ検鏡 スルニ細胞・・殆 ン ドスベテ

輩核細胞 ニシテ多核白血球殆 ンドナ シ。輩核細

胞ハ大軍核細胞多 キ モ小軍核細胞亦比較的多

シ。斯 ル幼弱細胞 ニモ塵埃 テ囁 ルモノ多 ㍉ 細

胞ハ遊離存在 シ、集籏存在 セルモノ少 シ・結核

菌 ノ・遊離存在 スルモ ノ多 キモ食喰 セ ラレタルモ

ノ亦多 シ。其貧喰細胞 ハ主 トシテ軍核 細胞 ナル

モ少撒 ハ又多核細胞 二貧喰 セ ラル。前 述 ノ如 ク

多核細胞 ハ甚 ダ少数 ナルモ、存 在 スル多核 白血

球 ノ多 クハ貧喰作用 テ螢 メルハ興味 アル事實 ナ

リ。 一一見・貧喰 セ ラレタルガ如 ク見 ユルモ ノ・一一

部 ニハ叉細胞外 壁 二吸著 セ ラル ・モ ノモ アルベ

シ 。

菌注射後5分 目ノ所見

動物番號、5、 殺時膿重、320gr

肉眼的 ニ ハ肺臓其他諸臓器 二著攣 アルテ認メ

ズ。

氣管枝洗條液 ラ検鏡 スルニ細胞ハ主 トシテ軍核

細胞 ニシテ多核白血球殆 ンドナシ。輩核細胞ハ

大輩核細胞多キモ小軍核細胞又比較的多 シ。大

軍核細胞 ハ破壌 セルモノ多 シ。結核菌ハ尚遊離

シテ存在スルモ ノ多 ク、又多数 ノ軍核細胞殊二

比較的小 ナル幼弱細胞 二貧喰セラル ・モ ノア

リ。大軍核細胞 一テ結核菌テ擁取セル多核白血

球ヲ貧喰 セルモ ノアリ(爲眞参照)。

菌注射後10分 目ノ所見

動物番號、7、 殺時禮重、30〔}gr

肉眼的ニハ肺臓其他 ノ内臓諸臓器二著慶 テ認 メ

ズ。

氣管枝洗1條液 ヲ検鏡 スルニ軍核細胞多 ク、多核

白血球 ハ約其3分 ノ1ナ リ。弱籏大二於テハ殆

ンド翠核細胞 ニシテ多核 白血球 ハ甚ダ少撒ナル

観 アルモ、 コハ輩核細胞 ハ大ニシテ多核白血球

ハ甚ダ小 ナルガ爲ナリ。輩核細胞ハ大輩核細胞

多 ク幼弱輩核細胞 ハ比較的少 シ。多核白血球 ノ

撒個乃至十撒個群在セルモノアルモ、輩核細胞

ノ群在セルモノ・方遙カニ多 シ。結核菌ハ多核

白1(fi.球蛇 二軍核細胞 二囁取 セラル。比較的少激

ノ存在 スル多核白血球 ガ、多数二存在スル軍核

細胞二比 シ高率二囁取 スルハ興味 ア ル事實ナ

リ。輩核細胞 ハ小軍核細胞 ノ貧喰 セルモノ多 シ。

遊離結核菌ハ少 シ。

菌注射後15分 目 ノ所見

動物番號、9、 殺時膿重、310遭



第3號 】 束田=結 核 二於ケル氣道ノ免疫性二關スノレ箕験的研究 181

肉眼的ニハ肺臓其他二著墜テ認 メズ。

氣管枝洗1條液テ検鏡 スルニ凡ソ前掲動物 二於 ケ

ル ト同様 ノ所見ヲ呈 ス、自ロチ細胞 ハ主 トシテ軍

核細胞ニシテ多核 白血球 少 シ。輩核細胞ハ大軍

核細胞少 ク小軍核細胞甚ダ多 シ。大軍核細胞 ノ

撒個、十数個乃至数十個集合存在 セルモノ甚 ダ

多 シ。而 シテ多数集合セルモノニ於テハ其中心

部二存在セルモノハ原形質、核共二周邊部 二存

在セルモノニ比 シ淡染 シ、原形質 ハ境界明カナ

ラズ。印チ攣性破壌二傾ケルモノナルベ シ。倫

結核菌 ノ集塊テ取包 ミテ大輩核細胞 ノ撒層 二配

列 セルモノアリ。其結核菌二接 スル細胞 ハ周邊

部二存在スルモ ノニ比 シ淡染 ス。結核菌塊 テ包

園セル上記輩核細胞群 ノ周園テ更 二外套状 二多

核細胞 ノ園続セルモノアリ。

余 ハ以 下 便 宜 上前者 テ輩核細胞性假性結節

(MonocytsrePseudotuberkel)ト 稗 シ、後者 テ

混合細胞性暇性結節(GemischtzelligePseudo-

tuberkel)ト 假構 セントス。尚一部結核菌 ノ大

集塊 アリテ、其周邊二輩核細胞及 ビ多核白血球

ノ不規則二突撃 セルモノアリ。遊離結核菌拉 二

貧喰 セラレタル結核菌 ノ撒 ハ減少ス。

菌注射後30分 目ノ所見

動物番號、11、殺時盟重、320gr

肉眼的所見、肺臓 ノ各葉二2・3個 宛帽針頭大

暗褐色稽 支透明ノ浸潤竈 アリ。

氣管枝洗縢液 テ検鏡 スルニ主 トシテ輩核細胞多

ク、多核白血球 尚少 シ。輩核細胞ハ小軍核細胞

甚 ダ多 ク、大軍核細胞ハ少撒 ナリ。大輩核細胞

ノ数個、数十個集合存在セルモ ノ多 シ。結核菌

ハ軍核細胞 二多撒貧喰 サル、本標本二於テ著明

ナルハ移行型細胞 ノ比較的多キコトナ リ。

菌注射後1時 間目ノ所見

動物番號、13、 殺時膿重、310gr

肉眼的ニハ肺臓其他内臓諸器官二著攣 ナシ。

氣管枝洗條液 テ検鏡 スルニ大軍核細胞 ノ集團盆

盆其数 テ加 フ。軍核細胞バー般二比較的小ニシ

テ細胞鑑別二際 シ、大軍核細胞二偏入 セシモノ

モ前掲動物 ノ大軍核細胞二比 シ小ナリ。細胞核、

原形質内二室泡 テ形成 セルモノ、或ハ慶性破壌

セルモ ノ少 シ。移行型細胞テ認メズ。個々分離

シテ存在スル多核白血球ハ盆 丸其数 テ加 フルモ

集合 存在セルモノナシ。結核菌ハ雨細胞 二貧喰

サル。

菌注射後3時 間目ノ所見

動物番號、15、 殺時膿重、300gr

肉眼的所見、肺臓表面 二1個 帽針頭大 ノ充血斑

鮎存在 ス。脾臓表面 二1個 帽針頭大黄色 ノ隆起

アリ、重量、0.4gr。 肝臓表面 一粟粒大黄色 ノ

斑貼 アリ。

氣管枝洗縢液テ検鏡 スルニ細胞ハ著 シ ク増加

ス。軍核細胞ハ比較的小 ニシテ幼弱型或ハ中等

大軍核細胞多 シ。多核白血球 ハ分離 セルモノ多

ク、集團存在セルモノ亦所々二散 在スルテ認 ム。

結核菌ハ著 シク減少 ス。

菌注射後5時 間目ノ所見

動物番號、17、殺時罷重、290gr

肉眼的 ニハ肺臓其他二著攣 テ認 メズ。

氣管枝洗條液ヂ検査 スルニ細胞殊 二多核白血球

著 シク壇加 シ或ハ分離 シ或 ハ多数集合 シテ存在

ス。軍核細胞モ亦或ハ分離 シ或 ハ集合存在 スル

モ多核白血球 二比 シ甚ダ少 シ。軍核細胞ハ核淡

染 シ原形質甚ダ大ニシテ細胞核、原形質共 二蜂

窩状 テ示 スモノ多 シ。幼弱細胞亦存在 ス。多核白

血球 ノ集團中亡・部ニハ結核菌塊テ含有 スルモノ

多 キモ、軍核細胞 ノ集團ニハ結核菌テ含有 スル

モ ノ少 シ。多核白血球 ノ結核菌塊 テ包 ミテ存在

セルモノテ多核細胞性假性結節(Polynucleare

Pseudotuberkel)ト 假稽 セントス。此腿 二注目

スベキハ軍核細胞或ハ多核白血球ハ各 支猫立 シ

テ假性結節 テ形成 シ、輩核細胞及ビ多核白血球

ノ「不規則」二混合 シテ集團 テ作 レルモノナシ。

動物番號、18、 殺時盟重、AOgr

肉眼的所見、左肺上葉3分 ノ2ハ 慢性無氣肺 テ

示 シ、右肺上葉 ノー部又同様 ノ所見テ呈 ス。

氣管枝洗醗液 テ検 スルニ細胞甚 ダ多数ニシテ、

其量的關係 ハ輩核細胞、多核白血球各 く相牛バ

ス。集團存在 セルモ ノハ輩核細胞二多シ。輩核
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細胞 ハ比較的小 ナ リ。

菌注射後10時 間 目 ノ所見

動物番號、19、 殺 時饅重、4「)Ogr

肉 眼 的所見、肺臓右側下葉肺 門部 二接 シ小 ナル

浸潤竈 アリ。 脾臓重量、0.8grニ シテfili〈腫 大

スo

氣管枝洗醗液 テ検鏡 ス ル ー輩核細胞比較的多

ク、多核白血球 少 シ。大輩核細胞ハ破壌セルモ

ノアルモ、一般 ニハ中等大ニシテ美麗ナル像 テ

示 ス.幼 弱細胞 トノ間ニハ載然 タル匠別 ナシ。

大軍核細胞及 ビ多核白血球 ニハ結核菌 テ貧喰 セ

ルモノ比較的多 シ。

菌注射後21時 間目 ノ所見

動物番號、21、 殺時農重、340gr

肉眼的所見、左肺下葉背面二比較的廣汎ナノし浸

潤竈 アリ。肺門腺ハ右側小豆大二腫大スルモ左

側著慶ナシ。

氣管枝洗條液 テ検鏡 スルニ輩核細胞及 ビ多核白

血球各 胤分離 シ外ハ集團存在 ス。其分離細胞 ノ

量的關係ハ多核白血球稚R多 キガ如キモ、集團

細胞 ハ輩核細胞遙 カニ多 シ。結核菌ハ多核白血

球及 ビ輩核細胞 二同様 二貧喰 セラル。

菌注射後2日 目ノ所見

動物番號、23、 殺時禮重、3δOgr

肉眼的ニハ肺臓 ノ各葉 二浸潤竈 テ認 ム。

氣管枝洗1條液 テ検鏡 スル=細 胞成分ハ著 シク壇

加 ス。個 々分離 シテ存在スル細胞 ハ多核白∬巳球

及 ビ軍核細胞略 気同獄ナルモ、集團テ形成 スル

モ ノハ爾輩核細胞多 シ。然 レ共前掲動物即 チ2-1,

時間日ノ所見二比 シ多核白血球 ノ集團又堆伽 セ

ルモノ・如 シ。且興味アルハ多核白血球 ノ集團

ノ中二少数 ノ輩核細胞 ノ混在セルコトニシテ、

斯 ル集團 ノ多核白血球 ハ多撒 ノ結核菌ラ貧喰 セ

ルモノ多キモ、輩核細胞 ノ貧喰 セルモ ノ少 シ。

結核菌 ノ集塊 テ認メズ。

菌注射後3日 目ノ所見

動物番號、25、殺時禮重、370gr

肉眼的二左肺上葉及 ビ下葉 ノー部二浸潤竈ア

リ 。

氣管枝洗條液 ハ高度二白濁 シ粘稠ナ リ。検鏡 ス

ルニ細胞甚グ多 ク、主 トシテ多核白血球 ヨリナ

ル。其原形質ハ高度二慶性破壌 シ細胞像 ノミナ

ルモ ノアリ。其他多敷 ノ大 ナル原形質破片 ト見

倣 サル ・物質 テ認ム。甚ダ少敷二存在スル大軍

核細胞モ亦原形質拉 二細胞核高度 一攣性破壌

ス。軍核細胞ハ先ヅ核 ヨリ攣性浦失 スル各階段

テ認ム。斯ル像 ヨリ上記原形質破片 ハ軍核細胞

ノ原形質ナルベ シト思惟 セラル。正常 ノ軍核細

胞殊二小軍核細胞ハ殆 ン ド之テ認 メズ。細胞ハ

殆 ンドス〈ごテ軍掲介在 シ、攣性セル大軍核細胞

ノ撒個宛群在 スルモ ノアルモ多核 白血球 ノ集合

存在セルテ認 メズ。結核菌ハ殆 ンド之 テ認 メ

ズ。

菌注射後5日Hノ 所見

動物番號、27、 殺時膿重、33()gr

肉眼的ニハ肺臓 ノ各葉 二牛米粒大 ノ浸潤竈散瑳

スo

氣管枝洗條液 ハ白濁 シ粘稠ナリ。検鏡 スルニ主

トシテ多核白血球 ニシテ、輩核細胞 ハ少激 ナリ。

細胞核破片テ少激認ム。軍核細胞ハ又集團 シテ

存在スルモ ノアルモ、斯 ル細胞ハ攣性破壌 セル

モノ多 クr集 團 ノ細胞撒ハ敷個乃至10数 個ナ

リ。之 二反 シ多核白血球 ノ集團ハ数10個 乃至無

敷二集合ス。其集團 ノ中心部 二結核菌塊 テ存 シ、

其結核菌二接 スル中心部ハ廣汎二細胞破壌 シ織

維歌構造テ残遺 ス。此塵二興味 アルハ斯 ル多核

白血球 ノ集團 ノ内部或ハ殊二周邊部 二少数 ノ軍

核細胞殊二比較的幼弱ナルモ ノ出現 シ結核菌テ

囁取 セルモ、其附近 ノ多核白血球 二結核菌 テ貧

喰 セルモ ノハ稀有ニシテ、多核細胞 ニシテ結核

菌 テ貧喰 セルモ ノハ細胞大 ニシテ且同所二塵埃

テ食喰 セル鮎 ヨリーハ移行型細胞(分 葉核大細

胞)ナ ルベ シ傭 眞、第五圖参照)。

菌注射後10日 目 ノ所見

動物番號s23、 殺時膿重、4・50gr

肺臓ハ所 々二小ナル不齊形 ノ浸潤竈 アリ。

氣管枝洗1條液 テ検鏡スルニ分離細胞ハ多核白rtll.

球多キモ軍核細胞殊 二大躍核細胞又多シ。小輩
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数 ナルモ淋巴球出現 ス。

爾上記實験成績 テ表示 スレバ第二表 ノ如 シ。

核細胞ハ甚ダ少撒 ナリ。集籏存在 セルモ ノハ大

軍核細胞 ナリ。其原形質ハ甚ダ大ナ リ。甚ダ少

表二第

時期 動物
番號

殺時
膿重

(gr)

肺臓
病墾

脾臓
重量

(gr)

分 離 細 胞 喰菌細胞 群在細胞大多核
細胞
%

赤血
球

遊離
結核
菌實婁女

多核白
血球
%

大軍核1小草核
細胞
%
細胞
%

淋巴
細胞
%

多核白
血球
%

軍核
細胞
% 球
書藍聯

3

4

ZF均

5

6

雫均

7

8

平均

9

10

雫均

310

450

320

420

300

400

310

470

0.3

0.5

0.3

0.4

0.十

0。4

0.3

0.7

9

32

20

8

9

13

34

52

43

79

64

71

0.8

2.3

1.5

0.1

0.9

0.5

30.6

27.7

29.1

7.6

15.7

11.6

85.6

83.Ol

84.3

69.3

77。8

73.5

49.8

58.2

54.0

39.2

31.6

35.4

13.6

14.7

14.1

30.6

21.3

25.9

19.6

14.1

16.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

53・210・0

51.710.0

52・410・0

り.6

1.9

1.2

0.0

0.5

0.2

9.4

0.6

5.0

2.3

1.S

1.4

18.8

12.7

15.7

8.1

10.3

9.2

5.5

6.8

6.1

3.6

4.3

3.9

十

十

什

惜

柵

0.0

0。3

0.1

1.4

2.8

2.1

0.8

3.0

1.9

2,9

2.7

2。6

十

十

十

十

十

十

十

十

柵

帯

耕

柵

十

柵

十

柵

 

直

後

五

分

十

分

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.7

O.5

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0.7

1.4

1.3

0.9

1.1

2.3

1.1

1.7

0.7

0.7

0。2

2.0

0.8

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.2

0.1

0.0

0。0

0.0

0.0

0.0

0.0

0,0

0.0

13.3

6.2

9.7

5.2

3.2

4.2

1.4

0.5

0.0

2.0

1.1

0.2

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.4

0.3

0.4

0.2

0.3

十

十十

十

十

十

柵

什

十

十

十十

十

柵

十

十十

柵

十

什

柵

帯

冊

帯

柵

惜

十十

晋

柵

柵

冊

冊

冊

柵

十

什

十十

柵

惜

十十

6.6

1.0

3.8

0.0

1.7

0.8

3.0

0.9

0.1

0.6

2.1

5.2

1.0

0.2

2.3

2.3

0.7

1.5

0.8

0。0

0.1

0.0

0.0

0.2

0.0

0.1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1十

十

柵

岩

十十

十十

十十

十

料

十

 

十
五
分

320

420

310

400

300

380

290

440

450

420

340

400

350

420

370

390

330

450

450

400

十

十

十

±

十

±

十

十

十十

十

十十

料

十十

十

十十

柵

十十

0.5

0.6

0.3

0.5

0.4

0.6

0.5

0.3

0.8

0,6

0.2

0.7

0.5

0.6

0.5

0.6

0.4

0.7

0.4

0.5

77

86

81

100

130

115

200

154

144

170

188

200

120

300

210

280

350

315

400

350

156

180

168

74

69

71

14.3

6.1

10.2

23.5

32.7

28.1

36.7

72.6

80.0

40.0

22.0

42.1

54.9

63.5

59.2

49.2

4S.0

48.6

100.0

96.0

89.0

83.6

86.3

64.2

72.1

68.1

29.1

31.3

30.2

47.0

30.0

38.5

37.6

11.3

10.6

29.0

42.0

24.3

9.9

10.2

10.0

14.7

16.3

15.5

0.0

0.8

4.9

12。3

8.5

21.3

17.8

19.5

56.6

62.6

59.6

23.5

37.3

30.4

25.7

16.1

9.4

31.0

36.0

33.6

35.2

26.3

30.7

35,4

35.2

35.3

0.0

3.2

6.1

4.1

5.1

12.3

9.4

10.9

11

12

均

三
十
分

13

14

均

一
時
間

15

盃

万

酉

亜

蔚

死

死

 

間三
時

間
時

十間
時

均

棄

欄
四
23

24

均

一
二

日

25

26

27

28

 

三
日

均

五

日

29

30

均

十

日
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表 ノ設明

上記表中(1)肺 臓病攣(十)(一)ト ア,レノ・肉眼的病攣

ノ有無 ヲ示 シ、k十)ノ 数ノ・共病攣iノ程度ヲ示ス。(2)

分離 細胞ノ 内大小軍核細胞中ニノ・多核塵埃細胞 ヲモ

加算 シ、且ツ別二分離細胞100分 中 ノ大多核細胞 ノ

藪 ヲ掲 ゲタリ。(3)細 胞集團、赤血球、遊離結核菌 ノ

(十)(一)號 及ビ(十)號 ノ数ハ其有無及ビ量ヲ示ス。

(4)各 群2頭 ノ實験成績略 く一致セルモノニ於 テ・・

其李均値 ヲ求メ、2頭 中甚シク異常ノ成績 ヲ示セル

モノ・・動物ノ個膿的差異ニヨ,レ異常反慮 ト認メ、曲

線圖示二際 シテノ・斯ルモノノ・除外 シ比較的正常反磨

ヲ示セルモノ(太字ニテ記載匂 レモノ)ヲ探用セリ。

術 上表 二示 セル分離細胞 ノ清長 テ囲示 ス レバ第

一 圖 ノ如 シ
。

第 一 圖

務

〃

〃

〃

〃

鱗臨
ノ1・孕核 細胞

'、

、

＼

!へ へ _二/<ノ
、
、
、

㌔ ∂ρ

直使笏 〃分 〃fhPt分/貯 潤瑠 師 鯛 〃勇周み鯛2日5a∫ 日 〃日

第 三項 皮下免疫海瞑 二於 ケル所見

豫 メBCG菌1mgテ 右脚 内側皮 下 二接種 シ1

ケ 月後更 二BCG菌1mg(0.3ccmノ 生理的食

盤水 二合 有 セ シム)テ 氣 管内 二接種 シ、前同様

菌注射 直後、5分 、10分 、15分 、30分 、1時

間 、3時 間、5時 間、10時 間.24時 間、48時

間 、5日 及 ビ10日 後 脱血屠 殺 シ、其氣管枝洗

條 液 ラ検査 セ リ。其 成績次 ノ如 シ。

封 照

本動物 ハBCG菌 皮 下接 種後1ク 月ニ シテ、他

動物 ノ氣 管内再接種 時 二當 リ菌 再接種 セズ、屠

殺検 査 セルモ ノナ リ。

動物 番號 、31、 初膿重、340gr、 殺 時盟重、430gr

肉眼 的 ニハ艘 表外景、 内臓諸臓器 二著攣 アルテ

認 メズ。BCG菌 皮 下接種部位及 ビ其 部屡淋巴

腺所墜 ナシ。脾臓重量、0.4gr一 シテ攣化 ナ シ。

氣 管枝 洗條液 ラ検鏡 スルニ殆 ン ドスベテ大 小各

種 ノ輩核細胞 ニ シテ多核 白血球 ハ甚 ダ稀 二認 メ

ラル。軍核 細胞 ハ大 ナルモ ノニ於 テハ原形質豊

富 ニ シテ「メチー レン」青 二淡染 シ、核 ハ圓形或

ハ鮪圓形 ニ シテ原形質 ノー極 二偏 在 ス。 比較 的

小 ナルモ ノニ於 テハ核、原形質 共 二濃染 シ、原

形質 二乏 シ。但 シ雨者 ノ間 ニハ明確 ナル嘔劃 ナ

シニ移行 ス。共 二塵埃 ラ揺取 ス。

菌 注射直後 ノ所 見
も

動物番號、33、初禮重、270gr、殺時盤重、380gr

肉眼的ニハ禮表外景、BCG菌 皮下注射部位及

ビ其部属淋巴腺、内部諸臓器二著憂 ナシ。

氣管枝洗醗液 テ検鏡 スルニ細胞成分少数 ナリ。

主 トシテ軍核細胞 ニシテ小軍核細胞既二比較的

多 シ。淋巴球又少数 二存在 スルモ、多核白血球

甚ダ少 シ。赤血球叉少敷存在ス。軍核細胞 ノ撒

個宛群在セルモ ノアルモ少 シ。結核菌ハ尚遊離

存在スルモ ノ多 キモ、一部大軍核細胞 二貧喰サ

ノレo

菌注射後5分 目ノ所見

動物番號、3・5、初禮重、300gr、殺時膿重、450gr

肉眼的所見、肺臓ハ所々甚ダ小 ナル不齊形透明

ノ感 アル浸潤竈 アリ。右脚菌接種部位潰瘍 テ形

成 シ、漿液 ラ分泌 スルモ接屡淋巴腺 ノ腫大テ認

メズ。脾臓重量、0.7grニ シテ表面梢 支粗槌ナ

リn

氣管枝洗1條液 テ検鏡 スルニ細胞激甚 グ少 シ。細

胞 ハ主 トシテ軍核細胞 ナルモ、多核白血球 ハ前

掲動物 二比 シ梢 」曾加 ス。結核菌ハ尚遊離存在

セルモノ多 キモ,一 部又輩核細胞拉二多核白血

球 二食喰 サル。大多核細胞ニテ結核菌 テ囁取 セ

ル多核白血球 テ食喰 セルモ ノアリ。輩核細胞 ノ

群在 セルモノ甚ダ少 シ。

菌注射後10分 目 ノ所見

動物番號、37、初膿重、340gr、殺時罷重、500gr

右肺下葉二1個 麻實大牛透明 ノ感 アル浸潤竈 ア

リ。右脚菌注射部位潰瘍テ形成 シ漿液 テ分泌 ス

ルモ接緬淋巴腺腫大 セルテ認メ礼 胆臓 重量、

0.7gr、 表面梢en粗槌ナリ。

氣管枝洗鋒液 ラ検鏡スルニ、細胞 ハ主 トシテ軍

核細胞ニ シテ分離存在セルモ ノアリ、撒個乃至
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十 撒個群 在 セルモ ノア リ。小軍核細胞又存在 ス。

本標 本 二於 テ興 味 アルハ1ケ 所甚 グ大 ナル結核

菌塊 ア リテ其 中 二少数 ノ多核 白血球侵入 シ無数

ノ結核菌 テ其農 内二囁取 ス。 尚斯 ル多核 白血球

ノ他 二大滲出細胞 存在 シ其 細胞核 ハ移行型乃至

分葉核 テ示 スモ ノァリ。 結核菌 ハ尚分離存在 セ

ルモ ノ多 ク、一部又輩核 細胞及 ビ多核 白血球 二

囁 取 セ ラル。喰菌 細胞 ハ甚 ダ多撒 ノ結核菌 テ貧

喰 シ破壌 セルモ ノ多 シ。

菌 注射後15分 目 ノ所見

動物番號、39、 初龍重、380gr、 殺 時膿 重、460gr

肉 眼 的 ニハ艦 表外景及 ビ内臓諸器官 二著攣 アル

ラ認 メズ。脾臓重量、0.6grニ シテ稽 支腫大 ス

ルモ表 面ZF滑 ナ リ.

氣 管枝 洗條液 テ検鏡 スルニ軍核細胞及 ビ多核 白

血球 ノ撒量的關係 ハ雨者略 ≧同数 二存在 ス。軍

核細胞 ハ比較的小 一 シテ原形質 及 ビ細胞核比較

的濃染 ス。塵埃 子貧喰 セルモ ノ多 キモ本標 本二

於 テハ結核菌 テ貧喰 セルモ ノテ認 メズ。 移行型

大細胞又多撒 存在 ス。

動物番號、40、 初膿重、33e5gr、殺 時髄重、380gr

右 脚 菌注射部位 ハ硬 結 テ鯛 ル ・モ其部属淋巴腺

ニハ腫大 セルモ ノテ認 メズ
。 内臓諸器官 二著髪

アルテ認 メズ。脾臓 ハ重 量、0.4gr一 シテ腫大

セザル モ表面ZF滑 ナ リ。

氣管枝 洗1條液 ヲ検鏡 スルニ主 トシテ軍核細胞 存

在 ス。比較的小 ナルモ ノ多 シ。分葉核 テ有 スル

移行型又多 シ。結核菌又少数 存在 ス。

菌 注射後30分 目 ノ所 見

動物番號、41、 初 禮重、310gr、 殺 時禮重、400gr

右脚 菌注射部位潰瘍 ラ形成 スルモ其所屡淋 巴腺

腫大 セズ。肺臓 著攣 ナク、脾臓重量、0.5gr、 又

所攣 ナ シ。

氣管枝 洗條液 テ検鏡 スルニ多核 白血球 ハ軍核細

胞 二比 シ梢 ≧多 シ。軍核細胞 ハ比較的小 ナ リ。

筒少数 ノ遊離結核 菌 テ認 ム。

菌注射後1時 間 目 ノ所 見

動物番號、43、 初禮重、320gr、 殺 時龍 重、430gr

右 脚 菌注射部位潰瘍 テ形成 シ接緬淋巴腺1個 稽

支腫 大 セルモ ノ ・如 シ。肺臓所 々二帽針 頭大 ノ

充血斑錨 ア リ。

氣管枝 洗條液 ヲ検鏡 スルニ爾輩核 細胞 多 ク多核

白血球 ハ甚 グ少 シ。 結核 菌 テ貧喰 セル輩核 細胞

及 ピ多核 白血球 多 シ。 爾遊離結核菌 多 シ。一部

菌塊 テ取包 ミテ大輩核細胞 ノ外套歌 二拉 くごルモ

ノアリ.軍 核 細胞 ノ無数 相集 合 セルモ ノ多 シ。

菌注射後3時 間 目ノ所 見

動物番號、45、 初盟重、250gr、 殺 時禮重 、280gr

肉 眼 的所 見、皮 下菌 注射部位著憂 ナ シ。部屡淋

巴腺腫大 セズ。肺臓其他 ノ諸臓器 二著憂 アル テ

認 メズ。然 レドモ腹腔 内二約2ccmノ 黄 色透明

ノ滲 出液 テ容 ル。探取 スル ニ短時間 内二凝固 ス。

氣管枝 洗瀞液 ヲ検鏡 スルニ細胞成分 ハ主 トシテ

多核 白血球 ナリ。少数 ノ結核菌 テ貧喰 セルモ ノ

多'シ。多核 白血球 二貧喰 セ ラル ・結核菌 ハ穎粒

状 テ呈 シ赤褐色 二染 色 セルモ ノハ注目二値 ス。

多核 白血球 ノ外少数 ノ輩核 細胞 ア リ。原形質比

較的少 ク細胞核拉 二原形質 濃染 セルモ ノ多 シ。

原形質甚 ダ大 一 シテ比較的淡染 セル大 軍核細胞

ア リ.斯 ル大輩核 細胞 ノ多 クハ結核菌 テ甚 シク

多激 二貧喰 シテ細胞 自身 ハ破壌 セルモ ノ多 キハ

興味 アリ。 分葉核塵埃 細胞 比較的多 シ(窮 眞第

二圖参照)。 群在 セル細胞甚 ダ少 シ。

菌注射後5時 間 目 ノ所見

動物番號、47、 初艦重、290gr、 殺 時罷重、390gr

肉 眼 的 ニハ盟表 外景、 内臓諸器官 二著攣 ナ シ。

氣管枝 洗糠液 テ検鏡 スルニー覗野中 二存在 スル

細胞獄 ハ甚 シク多撒 ニ シテ算定 スルラ得 ズ。殆

ン ドスベ テ多核 白血球 ニ シテ
、 輩核 細胞甚 ダ少

シ。大部分 ハ破壌 シ核 ノ ミ裸形 ニ テ存在 スルモ

ノアリ。或 ハ核 テ失 ヒ細胞原形質 ノミナルモ ノ

ア リ.原 形質破片多量散 在 ス。多核 白血球 ハ10

個 乃至数10個 集團 シテ存在 スルモ ノ多 キモ大

集團 テ認 メズ。集團 ノ中央部 二細胞 ノ破片物質

テ有 入ルモ ノア リ。精 細 二観察 スル ニ軍核 細胞

ノ破片 ナルコ ト多 シ。其部 二結核菌 テ認 メザル

モ ノニ於 テモ周邊部 ノ多核 白血球或 ハ輩核細胞

二結核菌 ノ囁取 セ ラル ・テ認 ムル コトア リ
。或
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ハ結核菌塊 ノ周邊二不規則二多核白血球集 リ來

リ、其結核菌ハ著明二穎粒状 テ呈 スルモ ノアリ。

菌注射後10時 間目ノ所見

動物番號、49、初艦重、240gr、殺時膿重、350gr

右脚菌注射部位潰瘍テ形成 シ、其部屡淋巴腺稚

≧腫大 セルガ如キ観 デリ。肺臓 ノ所 々二不齊形

ノ浸潤竈 アルモ乾酪攣性 テ認 メズ。脾臓重量、

0・3grニ シテ腫大 セザルモ表面卒滑ナリa腹 腔

内一ノ・黄色透明ノ滲出液約1ccmテ 容ル。 リバ

ルタ氏反慮陽性 ニシテ探取 スルニ短時間内二凝

固 ス。

氣管枝洗1條液ハ著明二白濁 シ粘稠ナリ。検鏡 ス

ルニ細胞激甚ダ多量ナ リ。殆 ンド凡テ多核 白血

球 ニシテ、標本ハ細胞核破片多クシテ汚 シ。恐

ラク軍核細胞 ノ破壌 セルモノナルベシ。多核白

血球ハ多撒集合存在 ス。其集團ノ中央部二結核

菌塊 ヲ有 スルモノアリ。結核菌 二接 スル中央部

ノ細胞ハ淡染 シ其周邊部 二存在 スル細胞ハ濃染

ス。周邊部 ノ細胞 バー部結核菌 テ食喰 ス(爲 眞

第四圖参照)。

動物番號、50、初骨豊重、310gr、殺時罷重、440gr

肉眼的所見、右脚菌注射部位稽 ≧硬結ラ鯛ル。

其部騒淋巴腺3個 稽 ≧腫大 ス。肺臓ハ右肺上葉

及 ビ下葉全般 二亙 リテ暗赤色 ニシテ室氣 ヲ含有

セズ、其一部 テ切 リテ水中二投ズルニ沈下ス。

脾臓重量、0.2grニ シテ腫大 セザルモ表面牢滑

ナリ。肋膜腔内二約2ccmノ 黄赤色粕 ≧不透明

ノ滲出液 テ容ル。探取 スルニ短時間内二疑固ス。

之テ検鏡 スルニ主 トシテ赤血球存在 シ、少撒 ノ

多核 白血球、球巴球及 ビ軍核球ヲ認 ム。

氣管枝洗1條液 テ検鏡 スルニ細胞ハ殆 ンド凡テ多

核白血球 ニシテ大軍核細胞 テ認 メズ。多核白血

球ハ或 ハ介離存在 シ、或ハ群在 ス、又結核菌=塊

ラ取包 メルモノアリ。

菌注射後24時 間目ノ所見

動物番號、51、初罷重、310gr、殺時禮重、+・50gr

右脚菌注射部位 ニ ハ小豆大 ノ壊死物質 テ含有

シ、接績淋巴腺梢 ≧腫大 ス。肺臓 ハ各葉 二於 テ

廣汎二肺炎竈 テ認 ム。其一部 テ切 リテ水中二投

ズルニ沈下 ス。

氣管枝洗條液 テ検鏡 スルニ分離細胞 ハ主 トシテ

多核白血球ナルモ軍核細胞叉可成 リ多撒存在 ス。

集合存在セルモノニハ軍核細胞多 シ。輩核細胞

ノ集團ニハ結核菌塊 ラ包園 セルモノ甚 グ多 シ。

本標本二於 テ甚 ダ興味 アルハ分葉核細胞ニシテ

10撒 個 ノ分葉核 テ有 スルモノアリ。

菌注射後48時 間目 ノ所見

動物番號、53、初膿重、300gr、殺時禮重、450gr

右脚菌注射部位ハ潰瘍 ヲ形成 シ漿液テ分泌 ス。

接績淋巴腺腫大 セズ。肺臓 ハ雨側下葉廣汎二肺

炎竈 テ示 ス。

氣管枝洗條液ハ多核白血球多キモ、軍核細胞又

比較的多 シ。淋巴球又少撒存在ス。二集籏 セルモ

ノハ軍核細胞多 シ。

菌注射後5日 目ノ所見

動物番號、57、初膿重、280gr、殺時禮重、360gr

右脚菌注射部位ハ外観上著i攣ナキモ其部 テ抜毛

スルニ組織訣損 ヲ生 ぜリ。部屡淋巴腺 二腫大 セ

ルモノテ認 メズ。肺臓ハ右肺下葉 二]個 小豆大

不齊形 ノ浸潤竈 アリ。

氣管枝洗漿液 テ検 スルニ細胞 ハ著 シク減少 シ、

輩核細胞増加 シ、多核白血球減少ス。其数量的

關係 ハ輩核細胞2二 封 シ多核白血球]ナ リ。軍

核細胞ハ大小略 ヒ相牛バス。少数 ノ淋巴球 テ認

ムo

菌注射後10日 目ノ所見

動物番號、59、初膿重、320gr、殺時禮重、400gr

肉眼的所見ハ前掲動物 ノソレト甚 グ類似 ス。

氣管枝洗縢液 テ検 スルニ細胞籔ハ盆 ヒ減少 シ、

多核白血球 叉減少ス。輩核細胞殊二大輩核細胞

檜加 スルモ、其原形質ハ著明二室泡 テ形成 ス。

淋巴球性細胞又少籔存在 ス。

筒以止實験成績 テ・一括表記 ス レバ第三表 ノ如

シ.
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表三

 

第

時期 動物…番號

殺時
禮重

(gr)

肺臓
病攣

脾臓
重量

(gr)

分 離 細 胞 喰菌細胞 細 胞集 團 大多核
細胞
%

赤血
球

遊離
結核
菌實敬

多核白
血球
%

大軍核
細胞
%

小軍核
細胞
%

淋巴
細胞
%

多核白1軍 核

血球
%
細胞
%

多核
白血
球

軍核
細胞

樹

照

31 430 一 0.4 18 4.2 52.9 40.1 2.8 0.0 0.0 一
一
一
一

一

三
一

一
一
一
一

一
一
一
一
一

一

一
一

≡
一
一
十
=
一

十一
十

一
十十

十

一

一
朴一
十十

3.2 十
=
一

下

三
}

32 450 一
一

一

モ

0.5 6 7.2 53.9 34.3 4.6 0.0 0.0 4.8

平均 12 5.7 53.4 37.2 3.7 0.0 0.0 4.0

直

後

33 380 0.4 9 0.9 48.9 45.6 4.6 0.0 13.8 0.9

一
柵一
柵

一
冊一
晋一

一
惜一

34 360 0.5 33 8.3 52.3 39.4 0.0 0.4 9.3 2.4 十一
雫均

T
21 4.6 50.6 42.5 2.3 0.2 11.5 1.6

五

分

35 450 0.7 15 12.3 32.9 54.8 0.0 1.8 8.2 4.3 十

十一

一
十一
十一

一
十一
十一
十

十一

36 450 一
一

一

十

0.6 19 7.3 35.5 57.6 0.0 0.4 10.0 5.2

平均 17 9.8 34.2 56.2 0.0 1.2 9.1 4.7

十

分

37 500 0.7 38 11.5 41.4 47.1 0.0 0.7 5.2 6.8

38 420 一
一

一

二
二
二
1一
一
十
=9

=

=
一
一

二
十
}一

0.6 22 17.1 45.0 40.7 0.0 0.2 8.8 3.8 十十一

一
十一
十十一
十一

三F均 30 14.3 43.2 43.9 0.0 0.4 7.0 5.3

十分
五
39 460 0.6 100 42.7 21.2 36.1 0.0 3.2 0.0 5.3

40 380 O.4 52 19.3 28.7 52.0 0.0 0.0 11.1 7.3

三
十
分

41 400 0.5 280 52.3 14.9 32.8 0.0 5.0 3.2 一
一
一
一

2.6

42 380 1 220 60.1 13.5 25.4 0.0 8.0 2.3 柵 1.8 十

平均 250 56.2 14.2 29.6 0.0 6.5 2.7 2.2 一
柵一間

時

43 430 0.5 350 34.0 31.7 34.3 0.0 64 9.2 十}十一
十十一
十一
十

3.4 十

44 450 0.7 280 23.0 38.2 38.S 0.0 3.2 7.8 十十

=

十十一

4.8 十十一
十

十

十一

三
時
間

45 280 0.3 380 79.9 5.8 14.3 0.0 24.3 4.2 1.9 朴一
46 380 0.4 420 78.3 10.6 1.1 0.0 4.0 0.1 0.2 十一

一

十十

十

平均 400 79.1 8.2 12.7 0.0 14.1 2.1
_一

十

1.0

五

時

間

48 390 1
500

以 上
90.0 2.0 8.0

一_一_-

2.2

0.0 3.2 0.7 柵
一

柵

0.2 十

48 420 0.5
500

以 上
94.6 3.2 0.0 1.2 0.0

±

『 『一

一

一

一

0.0 十

平均
一一

350

500

以上
92.3 2.6 5.1

　 一『

2.8

0.0 2.2 0.3 0.1
一

一

十

時

間

49 十十
一

柵

0.3
500

以 上
96.5 0.7 0.0 0.0 0.0 柵 0.0 十

50 440 0.25
500

以上一 冊一 一 』-

500

以上

9S.0 0.2 1.8 0.0 0.0 0.0 冊 0.0 一

一

=
一
一
一

一

三
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一

平均

柵

十十一

一
柵一
十十一

一
十

97.2 0.4 2.3 0.0 0.0 0.0
一 一

十一
十一

一
十十
　 一

十十

一
十十

十十

一
十十一
珊一
十十

0.0

二時
十間
四

51 450 0.4 290 83.2 6.2 10.6 0.0 0.0 0.0
一

〇・21十

1一
52 420 0.5 350 80.1 7.6 12.3 0.0 0.0 0.0

1

0.「 十

平均 320 81.6 6.9 11.4 0.0 0.0 0.0 0.4

十

一

一
十一
十

十

十

二

日

53 450 0.6 151 62.8 14.8 17.8 5.6 0.0 0.0 一 1.2

54 400 0.5 200 49.9 24.9 22.2 3.2 0.0 0.0 2.0

雫均 175 56.3 19.8 20.0 4.4 0.0 0.0 一

二
十
=
一=

一

1.8

五

日

57 360 0.5 90 29.3 30.2 36.3 4.2 0.0 0.0 3.2

58 380 十一
十一
十

0.5 75 51.0 21.9 19.8 6.3 0.0 0.0 5.0

十

日

59 400 0.6 66 36.2 31.2 27.1 4.9 0.0 0.0 2.3 十一
十一60 450 0.7 70 32.7 33.5 28.3 5.5 0.0 0.0 冊 2.9

準均 68 34.8 32.3 27.7 5.2 0.0 0.0

一
2.6
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爾上表二示 セル分離細胞 ノ消長 ラ圖示スレバ第

二圖 ノ如 シ。

第 二 圖

第四項 経氣 道発疫海狽 二於 ケル所見

豫 メBCG菌1mgテ 氣 管 内二注射 シ、1ケ 月

後更 一BCG菌1mg(0.3ccmノ 生 理的食漁水

二含有 セ シム、 テ氣管 内二接種 シ、注射直後、

15分 、1時 間、3時 間及 ビ5時 間後屠殺解剖 シ

其肺臓洗條液 ヲ検査 セ リ。其成績次 ノ如 シ。

封 照

本動物 ・・BCG菌 氣 管 内接種後1ケ 月 一 シテ、

他動物 ノ菌氣管内再接種 時二當 リテ、菌 再接種

ラ行 ハズ屠殺検査 セル モ ノニ シテ、換言 ス レバ

健常動物 ノ氣管 内二BCG菌1mgテ 注射 シ1

ケ月後氣管枝 洗縢液 テ検査 セルモ ノナ リ、從 ツ

テ初感染試験 ノ項 二偏 入 スルモ可 ナ リ。

動物番號、61、 初禮重、260gr、 殺 時艦重、351)gr

肉 眼 的 二膿表外景、内臓諸器官 二著攣ヲ 認 メズ。

氣 管枝洗瀞液 テ検査 スルニ殆 ン ド凡テ大小種 々

ナル軍核細胞 ニ シテ多核 白血球 ハ甚 ダ少撒 ニ シ

テ其量的關係 ハ殆 ン ド比較 スベ クモ アラズ。小

軍核細胞 ノー部 ハ細胞核濃染 スルモ原形 質 ハ殆

ン ド染色 セズ、塵埃 テ囁取 セズ、一部 ハ細胞核、

原形質共 二濃染 シ、塵埃 テ囁取 シ且大軍核 細胞

トノ間 二各階段 ノ移行型 ア リ。即 チ前者 ハ淋 巴

球 性細月包ニ シテ後者 ハ幼弱塵埃糸剛包ナ リ.

動物 番號、62、 初艦重、250gr、 殺 時罷重、300gr

肉 眼 的 ニハ右肺 上葉 ノ殆 ン ド大部分、 中葉 ノ肺

門部 二近 キ部位 二暗赤紫 色牛透 明 ノ観 アル肺 炎

竈 ア リ。其他右肺 下葉及 ビ左肺 二各k1.2個

ノ限局性小浸潤竈 アルモ、乾 酪攣 性 ラ示 セル部

位 ラ認 メズ。脾臓 ・・重量、0.6grニ シテ鞘 ヒ腫

脹 セルモ表面 卒滑 ニ シテ結 節 テ認 メズ。

氣 管枝洗1條液 テ検査 スルニ殆 ン ド凡 テ軍核 細胞

ニ シテ小軍核細胞 多 シ
。 淋巴球 又少撒存在 ス.

此虎 二注 目 スベキハ遊 離結核菌 ノ多量 二存在 セ

ル コ トナ リ。

菌 注射直後 ノ所 見

動物 番號、63、 初膿重、260gr、 殺 時膿重、370gr

肉 眼 的 ニハ龍表 外景、 内臓諸器官 二著攣 ナシ。

氣管枝 洗縢液 テ検鏡 スル ニ軍核 細胞殊 二小軍核

細胞 多 シ。雨 者共 二結核 菌 テ多撒 貧喰 セルモノ

ア リ。結核菌 ラ貧喰 セル大軍核 細胞 ニハ其方向

一原形質 足 テ出 セルモ ノア リ。淋 巴球及 ビ多核

白血球 少数存 在 ス。其他輩核細胞 ノ数個宛群在

セルモ ノア リ。結核菌 ハ筒遊離 シテ存在 スルモ

ノ多 シ。

動物番號 、64、 初膿重 、240gr、 殺 時禮 重、350gr
づ

肉眼的 ニハ艦表外景、内臓諸器官二著攣ナシ。

脾臓ハ鞘 ≧腫大 スルモ(重 量、0.7gr)表 面卒滑

ナリ。

氣管枝洗條液 ラ検査 スルニ軍核細胞最モ多 ク淋

巴球及 ビ多核 白血球少数存在 ス。本軍核細胞及

ビ多核白血球 ノー部ニハ結核菌テ貧喰 セルモノ

アリ。結核菌ハ遊離 シテ存 スルモ ノ多 シ。

菌注射後15分 目ノ所見

動物番號65、 初膿重、245gr、殺時罷重、340gr

肉眼的ニハ膿表外景、内臓諸器官 二著攣 ナシ。

氣管枝洗條液 テ検鏡 スル ニ多核白血球甚 ダ多

ク、輩核細胞 ハ少 シ。其割合ハ約4封1ナ リ。

甚ダ少数 ノ淋巴球 テ認 み。分葉核大細胞又比較

的多 シ。結核菌ハ多核白血球 二貧喰 セラル ・モ

ノ多ク、軍核細胞 二貧喰 セラル ・モノ少 シ。爾

多敷 ノ遊離結核菌存在 ス。結核菌塊 テ取包 ミテ

外套状二多数 ノ多核白血球 ノ集合 セル所謂多核

細胞性假性結節 アリ。其内部 二位 スルモノハ多

数 ノ結核菌ヲ貧喰 ス。

動物番號66・ 初膿重、250gr、殺 禮重、210gr

肉眼的ニハ膿表外景、内臓諸器官 二著攣 ナシ。

氣管枝洗條液テ検鏡 スルニ多核白血球最 モ多ク

軍核細胞比較的少 シ。結核菌ハ省遊離存在 スル
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モ ノ多 ク、大塊 テナシテ存在 スル部位 二於 テハ

其集 團 ノ周 園ハ多敷 ノ多核 白血球 テ以 テ園続 サ

ル。其 菌塊 二近接 スルモ ノハ多撒 ノ結核菌 テ貧

喰 入。 少数 二存 在 スル軍核 細胞 モ亦結核菌 テ貧

喰 スルモ ノア リ。個 々 ノ細胞 トシテハ軍核細胞

ハ多核白血球 二比 シ多敷 ノ結核 菌 ノ食喰 スルモ

貧喰 細胞 自身 ノ撒 量的 關 係 ヨリ観察 ス レバ喰

細 胞 トシテハ多核白血球寧 ロ大 ナ ル役 目テ演

ズ。

菌 注射後]時 間 目 ノ所 見

動物番號、67、 初艦重、270gr、 殺 時膿重、320gr

肉眼 的 ニ ハ 膿表外景及 ビ 内臓諸器官 二著攣 ナ

シo

氣管枝洗條液 ヲ検 鏡 スルニ細胞 ハ主 トシテ多核

白血球 ニ シテ輩核 細胞比 較的少 シ。多核白血球

ノ・群 在セルモ ノ多数存在 ス。其集團 ノー部 ハ其

中央部 二結核 菌塊 テ有 スルモ ノアリ。其部 ノ細

胞 ハ破壌 シ繊 維状 ノ物質 テ遺存 シ、結核 菌 ハ穎

粒状 テ呈 ス。

菌 注射後3時 間 目 ノ所 見

動物=番號、69、 初 膿重、30(i)gr、殺 時艘重、400gr

肉眼 的 ニハ膿表外景及 ビ内臓諸器官 二著憂 テ認

メ ズ 。

氣管枝洗1條液 ラ検鏡 スル ー 多核白血球最モ多

ク、大輩核細胞之二次 グ。其比率ハ約3封1ナ

第 四

リ。後者ハ分葉核大細胞多 シ。細胞成分甚グ多

キモ群在セルモノ少 シ。遊離結核菌 ラ少敷二認

ムo

,

動物番號,70、 初膿重、250gr、殺時膿重、360gr

肉眼的ニハ膿表外景及 ビ内臓諸器官 二著攣 テ認

メズ。

氣管枝洗條液テ検鏡 ス ル ニ多核白血球甚ダ多

ク、大輩核細胞少敷ナリ。多核白血球或ハ軍核

細胞 ノ小集團中等量二存在ス。軍核細胞 ノ集團

セルモノハ破壌セルモ ノ多久 斯 ル破壌 セル軍

核細胞 ノ内部二多敷 ノ多核白血球 ノ侵 尺セルモ

ノァリ。其他甚グ少数 ナルモ淋巴球 テ認 ム。多

核白血球 ニハ多数 ノ結核菌テ食喰 セルモノ多撒

存在ス。

菌注射後 ・5時間 ノ所見

動物番號、71、初罷重、240gr、殺時艦重、360gr

肉眼的ニハ膿表外景及 ビ内臓諸器官二著憂テ認

メズ。

氣管枝洗條液ハ強度二白濁 シ粘稠ナリ。軍核細

胞 ノ原形質破片ラ以テ充 サル。比較的健常ナル

細胞ハ殆 ンド凡テ多核白血球 ニシテ輩核細胞ハ

甚グ少 シ。赤血球又多数存在ス。淋巴球 ノ檜加

テ認 メズ。遊離結核菌少 シ。

以上實験成績 ラー括表記 スレバ次 ノ如 シ。

表

動物 殺時時期

番號 鵬重(
gr)

封.」 竺」350
621300

照

一
直

後

一
十
五
分

時
間

平均
一語一

一蓬「

雫均

65

66

平均

67

6S

平均

370

350

340

240

320

420

肺臓
病攣

柵

十

臓
量
⇒

脾
重
鱈

0.3

0.6

0.4

0.7

0.5

0.4

0.3

0.6

實 数1血 球 二

μり00

90
ヨ

23

膨08

炉06

07

030
"

052

042

054

004

524

分 離 細 胞 喰菌細胞 細 胞集 團 大多核

舌藍輩核槻 球
赤血
遊離
結核
菌

!多核 白
1血球 二

1瓦

大骨核
細胞
%

小軍核
細胞
%

淋巴
細胞
%

多核白
血球
%

軍核
細胞
% 球 細胞

12 .1 62.5 32.0 3.4 0.0 0.0 一 　 5・2 十 一

1.8 37.9 57.6 2.7 0.0 0.0 一 一13 .9 十 什

1.9 50.2 44.8 3.0 0.0 0.0 [4.5

7.3 29.7 60.8 2.2 0.0 12.3 一 十1
i2
.7P 十 柵

8.5 46.1 42.3 4.1 0.9 7.3 一 = 6.1 十 十十

7.9 37.9 51.5 3.1 0.4 9.S

.

4.4

68.7 11.9 3.5 1.4 7.2 0.8 一 一2 .3 十 朴

79.0 12.4 8.0 0.6 4.2 1.5 一 十10.2 十 什

73.0 12.1 5.7 1.0 5.7 1.1
1 ユ
.2;

71.1 13.7 9.2 0.0 3.2 0.9 一
十十10.7 十 一

82.3 7.9 9.9 0.0 2.9 0.4 一 十10.0 十 一

79.2 10.8 9.5 0.0 3.0 0.6 0.4
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三

時

間

1
69 400 一 0.6

500

以 上
68.8 13.6 17.6 0.0 0.0 0.0 一

十i3.2 十 十

70 360 十十

一

〇.5
500

以 上
90.1 3.3 6.6 0.0 0.4 0.0 十十 一 1.0 十 一

卒均

,

1 500

以上
79.4 8.4 12.1 0.0 0.2 0.0 2.1

五
時
間

71 360 一 0.4 320 93.2 0.0 2.3 4.5 0.0 0.0 珊 一 0.0 十十 一

72 380 十十 0.5 350 87.6 2.5 6.0 3.5 0.0 0.0 柵 一 0.2 十 一

雫均 345 90.4 1.2q 4.1 4.2 0.0 0.0 lo.1も

術分離細胞 ノ清長 テ囲示 ス レバ第三圖 ノ如 シ。

第 三 圖

〃

〃

〃

初

〃

蔚鯉衡珍

多核細胞
火軍核姻胞

小軍読交幽田月乞

5網

第三章 総括及ビ考按

肺臓 ハ気道 ニ ヨリ外界 卜交通 スルガ故 二絶 エズ

塵埃、細菌或 ハ有毒瓦斯等 ノ侵襲 テ受 ク。 異物

ガ肺臓 二到達 スルヤ此虎 二細胞 ノ滲 出 シ來 リテ

自衛 防禦 ノ機轄 ノ惹起 セ ラル … 周知 ノ事實 ナ

ル モ、其細胞 ノ種類、 由來等 二關 シテハ古來多

撒學者 ノ論雫 ア リ。

肺胞 内滲 出細胞 ノ研究 ハ喀疾検査 ラ除 キテハ凡

テ切片標本 二就 テ施行 セ ラレタ リ。切片標本 二

於 テノ・其局所(Topographie)テ 知 ル上 二便宜 ナ

ルモ、細胞 ノ数 量的關係 テ精査 スルニ不便 ナ リ.

之 二反 シ余 ガ上記用 ヒシ肺臓 洗{條法 ハ局所 ハ全

然 不明 ナ ル モ 数 量的 關係 テ精 密 二算定 シ得 ラ

ル。 且容 易二美麗 ナル標本 テ製作 シ得 テ細胞 ノ

微 細構 造 テ知 ルニ便宜 ナ リ。

上記實験 方法 ニ ヨリテ深部氣道 テ如何程迄深 ク

洗條 シ得 ルヤハ知 ルヲ得 ズ。食盤水注入 二際 シ

注 入液 ノ肋膜 直下二到達 シ、吸出 二際 シテ其部

ノ注 入液 ノ清退 スルテ明 カ ー 認 ムル コ トア リ

テ、肺胞 内 ノ洗條 シ得 ラル ・テ確認 スル コ トア

ル モ余 ハ比較的浩極 的 二木法 テ氣管枝洗條法 ト

名付 ケン トス。

余 ・・結核菌1mg氣 管 内注射 直後 ヨリ10日 一

亙 リ。各期 二於 テ木法 テ用 ヒ其氣道 内滲 出細胞

二就 キ精 細 ナル検査 ヲ施行 セ リ
。斯 ク ノ如 ク大

景 ノ結核 菌 ヲ吸 入 スル コ トハ實際上 ア リ得 ベカ

ラザルモ、實験 ノ性質上止 ム テ得 ザルモ ノニシ

テ實験病理學 ノ常套手段}リ 。

生理的 二健常海狽 ノ肺胞内 ニハ如何 ナル滲 出細

胞 ノ存在 スル ヤテ知 ルハ必要 ナル事項 ナ リ。前

記7頭 ノ海狸 二於 テ得 タル成績 ハ甚 シク異 ナリ

テ或者 ハ輩核細胞 多 久 或 者ハ多核 白血球多 カ

リキ。 コハ塵埃其他 ノ異物 二封 シ生理的 二螢爲

セラル ・細胞 ノ防禦機轄 ハ其 吸入 セル異物 ノ種

類、量等 ニ ヨリテ個膿 的差異 アル外、臨躰上所

謂健常 ナ リ 購 セ ラル海狽 ノ肺臓 ニモ屡 顯 徴

鏡的 二・時 二既 二肉眼的 二肺 炎其他 ノ病的攣化

アルガ爲 一 シテ、肺臓組織學研究上特 二注意 ス

ベ キモ ノナ リ(之 二就 キテ・・後報 二於 テ詳述 ス

ベ シ)。

結核菌液製 造 二際 シテハ比較的粗大 ナル菌塊 テ

混在 セル俘游液 ラ製造 セ リ.コ レT6ppich等

ノ實験 二倣 ヒ菌塊 ノ蓮命 ラ知 ラン トセル ガ爲 ナ
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リ。

第一、初感染試瞼 ワ総括

健常海瞑 ノ氣管内二BCG菌 俘游液 ラ注入シー

定時間後其肺臓 テ滅菌生理的食盤水 ノー定量テ

以 テ洗1條スルニ、洗條液 内二含有 サル細胞ハ時

間 ト共二増加 シ洗1條液ハ漸次白濁 ノ度 ラ檜 シ粘

稠 トナル。其顯微鏡的所見ラ記載 スルニ細胞 ノ

個々分離 シテ存在スルモノト、一定数集合存在

セルモ ノトアリ.二 者分チ記載 スルテ便利ナリ

ト思考ス。滲出 スル細胞 ノ種類二關 シテハ既二

記載 セリ、又後 章二於 テ詳述 スベ シ。其数量的

關係バー部 分離細胞 二就 キ得 タル成績ラ曲線 テ

以 テ圖示セリ。今其第一囲曲線二就 キ考骸スル

ー、前記第一圖ハ細胞 ノ絶封数 ラ除外セル比較

的 ノ消長ナルガ、今多数標本 ノ所見テ併 セ考ヘ

ルニ、結核菌氣管内注入後先ヅ以テ出現スル細

胞ハ大輩核細泡ニシテ時間 ト共二増加ス。次 デ

出現スルハ小輩核細胞ニシテ、本細胞 ハ大軍核

細胞 ト同様 二塵埃 テ囁取 シ、大軍核細胞 トノ間

二形態的二各階段 ノ移行型 ラ有スル鮎等 ヨリ大

輩核細胞 ノ幼弱型ナ リト思惟ス(後述)。即 チ幼

弱輩核細胞ハ時間 ト共二増加スルモ亦漸次大軍

核細胞 二分1ヒシ、斯 クシテ檜加 シタル大軍核細

胞ハ又一方退行攣性二陥 リテ破壊消失ス。大軍

核細胞 ノ攣性二陥 レルヤ先ヅ以テ原形質拉二細

胞核 ノ室泡 ラ形成 シ、細胞核先ヅ浩失 シ原形質

ノミテ遺残 シ次デ原形質破壌 卜(爲 眞第一圖参

照)、大輩核細胞 ノー部 二於 テ先 ヅ核 ノ伸展

(Ziehung)一 捻轄(Drehung)一 分葉 山apPung)

シテ多核大細胞ラ形成 スルモ ノアリ。本細胞ハ

余 ノ所謂小多核細胞(即 チ多核白血球)ト ハ異ナ

ルモノナリ(後述)。 多核白血球ハ稽 支逞 レテ出

現 シ其増加速度遅々タルモ絶エズ壇加 シ、輩核

細胞 ノ滲出劣ヘタル時間二於テハ著 シ ク壇加

シ、輩核細胞 ノ浦失 ト共 二逡二殆 ンド多核白血

球 ノミトナル。滲出細胞 ノ全数量ハ斯 ル時期 ヨ

リ漸次減少 シ初 メ、多核白血球又減少 シ途 二1

ケ月後 ニハ殆 ンド消失ス。軍核細胞 ノ消失後間

モナク軍核細胞及 ビ第二次的二出現スルモ少撒

ナ リ。10日 以後 二於 テ淋巴球 ノ甚 ダ少数 二出現

セルノ、興味 アル事實 ナ リ。

集 團細胞 二就 キ記載 スル ニ結核菌注 入直後 ノ標

本 二於 テノ・著 明 ナ ラザル モ、5分 後 ノモ ノヨリ

大軍核細胞 ノ数個或 ハ十撒個集 團 シテ存在 セル

モ ノアリ。 時間 ノ経 過 ト共 二其集團 ラ形成 スル

細胞数 ハ数 十個 トナ リ且集 團 ノ数又檜 加 ス。集

團細胞 ニハ塵埃 テ撮取 セルモ ノ少 シ。一定時間

後 二於 テ・・多核 白血球 ノ数個、十数個或 ハ数十

個集團 セルモノア リ、叉時間 ト共 二増加 スルモ

大軍核細胞 ノ集 團二比 シテ少数 ナ リ。 コハ甚 グ

注意 スベキ事項 ニ シテ分離 細胞 及 ピ集 團細胞 ノ

総和 ヨリ考 フル時 ハ初感染動物 二於 テ・・常 二輩

核細胞 存在 シ多核 白血球 ノ ミトナルコ トナ シ。

第=、 再感染試瞼 ノ纏 括

豫 メ皮 下或 ハ氣道 内二BCG菌 ラ接種 シ以 テ感

染冤疫 テ賦 與 シタル海瞑 二於 テ夏 二前記初感染

動物 同様 ノ實験 ラ施行 シタルニ、其細胞 ノ防禦

機 轄 ハ全 ク初感染 動物 ノソレニ類 似 ス。唯雨者

二於 テ相異 アルノ・細胞 ノ出現速度 ニ シテ
、再感

染 動物 二於 テ・・初感染 動物 二比 シ甚 グ速 カニ シ

テ、 且其程度 ノ劇甚 ナルコ トナ リ。印 チ初感染

動物 二於 テハ多核 白血球 ハ10分 後 ヨ リ漸 ク出

現 シ來 リテ約21-1,8時 間 後 二於 テ輩核細胞 ト

同数 ニナ リ、3-5日 後 二至 リ軍核細胞 テ凌駕 ス

ルニ至 ル。之 二反 シ再感染試験 二於 テノ、既 二3

一 う時間後 二至 リテ殆 ン ド軍核細胞 ラ認 メザル

モ、24一 壬8時 間後 二軍核 細胞 ノ第二次的出現 ラ

認 ム。初感染 試験 二於 ケル輩核細胞 ノ第二次 的

出現 ハ5日 後 ニ シテ、第一次 出現 ト第二次 出現

トノ間 二明確 ナル旺別 ナ シ。淋巴球 ハ初感染試

験 二於 テハ10日 以後 二之 テ認 ムルモ再感染 二

於 テハ 盟 時間後 二於 テ既二之 テ認 ム。此塵 二

興味 アル・・再感染試験 二於 テハ第一次感染 ニ ヨ

ル反慮 ガ第二次 感染 二因 ル反慮 二追加 セルモ ノ

ー シテ、再感染 試瞼 ノ早期 二於 テ淋巴球 ノ存在

セルハ第一次感染 二因ルモ ノナルベ シ。BCG

菌 ハ極弱 ・毒結核菌 ニ シ テ 進行性結核 ラ惹起 セ

ズ、一定期 日後其病攣 漸次減退 スルモ ノトセ ラ
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ル ・モ、其1mgテ 接種 シ、殊二氣管内二接種

シ1ケ 月後二於 テ尚肺臓 ニー定度 ノ病憂 テ惹起

シ得ルハ屡 ≧経験 セル所 ナリ。就中前記第62

號動物 二於 テハ其氣管枝洗瀞液 内二多量 ノ・遊離

結核菌 ラ認 メタリ。皮下免疫試験 ト氣道免疫試

験 ノ比較二關 シテハ後章特 二詳述 スベ シ。

結核菌 二封 ろル細胞 ノ態度

結核菌 ノ蓮命 テ記述 スルニ又分離存在セルモノ

ト大塊 テ形成 セルモ ノトニ分チ考 フ。分離結核

菌ハ注入直後 ノモ ノニ於テ既二主 トシテ大軍核

細胞二搬取サル。其一部ハ細胞 ノ表面 二吸著 セ

ラル ・モノアランモ、亦一部ハ確 カニ食喰 セラ

レタリト考ヘラル ・モノアリ。貧喰細胞ハ最初

ハ大小軍核細胞 ナルモ後 ニハ多核白血球之二加

ノ・リ何 レガ主役 ナリヤ明ヵナラズ。此庭 二注目

スベキハ多核白血球 ノ術少量ナル早期 二於 テモ

多核白血球ハ比較的高率二結核菌テ貧喰 セルコ

トナ リ。輩核細胞若 シクハ多核 白血球 二囁取 セ

ラレタル結核菌ニハ穎粒状ニシテ染色不良 ナル

モ ノアリ。遊離結核菌拉 二貧喰 セラレタル結核

菌ハ時間 ト共二滅少スルモ其蓮命二關 シテハ木

實験 ニヨリテハ知 ルテ得 ズ。

大塊 テナセル菌集塊二就テハ之ラ大軍核細胞 ノ

外套歌 二取巻ケルモ ノアリ(輩 核細胞性假性結

節、第三圖参照)、或 ハ斯 ル大輩核細胞集團 ノ外

壁 テ多核白血球 ノ園続 セルモノアリ、或 ハ多核

白血球 ノミヲ以テ包 メルモ ノアリ(多 核細胞性

假性結節、爲眞第四圖参照)。何 レモ其結核菌二

接 スル中央部 ノ細胞ハ染色不良一シテ周邊部 ノ

モノハ染色佳良 ナリ.軍 核細胞及 ビ多核白血球

ノ不規則二配列 セルモ ノテ認 メズ。又結核菌周

園 ノ細胞ハ破壊 シ織維歌 ラ呈 シ其周圃二少撒 ノ

多核白血球 ノ存在セルモ ノアリ。結核菌ハ穎粒

歌ニシテ染色不良ナリ。斯ルモノニ於 テ其周邊

部二少撒 ノ大軍核細胞 ノ出現 シ、多核白血球ハ

結梅菌 テ貧喰 セザルニ此輩核細胞 ノミ結核菌 テ

囁取 セルモノアリ(爲眞第五圖参照〉、斯ル結核

菌ハ細長 クシテ卒等二染色ス。結核菌塊 ガ甚グ

大ナル時ニハ其内部 二少敷 ノ多核白血球或ハ大

輩核細胞 ノ侵入セルモ ノアリ。斯 ル大輩核細胞

ハ核分葉 セルモノ多 シ。何 レモ多数 ノ結核菌テ

貧喰 ス。

以上 ノ所見テ考按 スルニ其時間的關係 ヨリ考7

ルニ氣道内二注入セラレタル結核菌 ノ集塊ハ先

ヅ以 テ大軍核細胞二攻撃 セラレ、次 デ其周園二

多核 白血球集マリ、大軍核細胞 ノ破壌 ト共二多

核 白血球之二代 リ、或 ハ多核 白血球最初 ヨリ直

接結核菌テ園続 シ、結核菌 ノ攣性破壌 ト共二多

核白血球亦破壊 シ、次 デ出現 スル大輩核細胞二

食喰 セラル ・モ ノナルベ シ。斯ル第二次的二出

現 セル大軍核細胞二食喰 セラル ・結核菌ハ細長

クシテ染色佳良ナリ。一般 二氣道内接種二用 ヒ

タル結核菌ハ穎粒歌二染色 シ、菌注射後比較的

早期 二於 テハ貧喰 セラレタル結核菌モ穎粒状テ

呈セルニ、比較的後期 ノモ ノニ於 テハ細長 ク李

等 二染色 セルハ注日二償 ス(後述)。

初感染試験及 ビ再感染試験二於テ結核菌二封 ス

ル細胞 ノ態度ハ又同一ナルモ、再感染試験二於

テハ早期 ヨリ且強度二現ハル。殊 二経氣道発疫

動物 二於 テハ著明ナリキ。

文戯照合

結核菌氣管内注射 ニヨル肺臓病攣 ノ早期攣遷二

就 テハ渡邊、Herxheimer等 ノ研究業績 アル

モ、特 二余ニ トリテハT6ppichノ 業績最モ興味

深 シ。氏ハ海狽二於テ比較的大量 ノ結核菌量テ

使用 シ、初感染動物及 ビ再感染動物 ノ肺臓病攣

テ菌接種1時 間 ヨリ12日 二亙 ル各期 二於 テ切

片標本二就 キ比較研究 セリ.再 感染動物ハ豫 メ

四週間前二生結核菌テ皮下接種 セシモ ノニシテ

余 ノ皮下再感染動物 ト凡ソ同様ナ リ.其 賓験成

績 テ抄録 スルニ、初感染動物二於 テハ1時 間後

二既二毛細血管 ノ内皮細胞膨大 シ(Quellung)

一部ハ大軍核細胞(GropeMonozyten)及 ビ移

行型細胞(Ubergangszelle)二 分化 シ、斯 ル細胞

ハ次 デ血管 ノ弾力繊維網 テ潜 リテ肺胞 内二滲出

シ・注入セル結核菌ヲ食喰 ス。分離結核菌ハ大

軍核細胞二貧喰サレ、菌塊ハ大軍核細胞 二密二

園続サル。氣胞内ノ即核球ハ上皮細胞様ニシテ
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大多撒 ハ核濃染 スルモ、一部ハ細胞核氣泡状 ニ

シテ斯ルモノニ於 テハ其原形質内 一室泡 テ有

ス。第1時 間二於 テハ筒多核白血球 ハ出現セズ、

第2時 間以後 二於 テハ漸次時間 ノ経過 ト共二結

核菌塊 テ包園 スル大軍核細胞及 ビ移行型細胞ハ

多核白血球(polynucl5reLeukozyten)二 移行

ス。斯ル時ニハ毛細管中二存在 スル大軍核球モ

亦多核白血球二分化 シ次デ肺胞内二游走ス。斯

ル時間ニハ喰菌現象ハ大輩核球及 ビ多核白血球

ノ雨方 ヨリ行ハル。次デ約9-10時 間目二至 リ

テハ結核菌 テ園続セル細胞ハ圭 トシテ多核白血

球 ニシテ、大軍核球或 ハ移行型 ハ僅 ヵ二少激其

周邊部二散在 ス。此時期 ヨリ又大軍核細胞ガ出

現 スルガ、此大軍核球 ハ多核白血球 二分化セズ、

大軍核球 ノ儘止マ リ、核淡染 スルテ以テ之テ淡

染型 ト構 ス。多核白血球ハ時間 ト共二漸次増加

スルモ他方又漸次攣性破壌 シ、之二反 シテ大小

ノ輩核球 ハ壇加 シ途二大小 ノ軍核球 ヨリナレル

組織 テ形成 ス。同様二再感染動物 二於テモ亦最

初大軍核球及 ビ移行型出現 スルモ既二1時 間目

二於 テ多核白血球出現 シ、2時 間後 二於 テ既二

多核白血球優勢 トナル,,細胞 ノ出現機轄及 ビ結

核菌 二封 スル其細胞性防禦機轄ハ初感染及 ビ再

感染試瞼二於 テ同一ナルモ、雨者二於 テ異 ナル

ハ其細胞 ノ量的拉二時間的關係ニシテ、再感染

動物 二於 テハ之等防禦機轄ガ早期 二且高度二螢

爲 セラル ・ト云ヘリ。余 ノ實験 二於 テモ亦初感

染動物及 ビ再感染動物 ノ何 レテ問ハズ先ヅ第一

二出現スルハ軍核細胞 一シテ次 デ多核白血球出

現 シ最後二再 ビ軍核細胞 ノ出現 テ見タリ.且 雨

者 ノ相異鮎ハ量的及 ビ時間的關係 ニシテ再感染

動物二於テハ早期二且高度 二経過 ス ル テ見 タ

リ。以上ノ所見ハ甚ダヨクT6ppichノ 所見 ト

ー致 セルモノナリ。唯余 ノ實験 二於 テハ更二早

期 ノ攣遷テ観察 セリ。

結核菌感染 二封 シ初感染動物及 ビ再感染動物二

於 テ其組織反慮機轄 ノ異ナルハ既二Koch'sche

Fundamental-Experimentト シテ人 ノ普 ク知

ル所 ナリ。即チ健康動物 二結核菌テ皮下接種 ス

レバ第1日 二於 テ既 二接種部位 ハ癒著 シー見治

癒 セルガ如 キモ10--14日 後 二硬結 テ作 リ次 デ

自開排膿 スルモ此潰瘍 ハ個禮 ノ死 二至 ル迄治癒

セズ、 之 二反 シ結核罹 患動物 二於 テハ注射創 ロ

ハー時癒著 スルモ硬 結 ラ作 ラズ、翌 日或 ハ翌 々

日攣 色 シ抵抗 テ燭 ル。其翌 日ニハ既 二壌死 二陥

リ、壌死部位 ハ脆落 シ、大 ナル潰瘍面 ラ露出 ス

ルモ、 間モ ナク、或 ハ漸次治癒 シ、接績淋巴腺

一ハ感染 セズ ト云 フn之 一 反 シCzaplewski

undRoloff,Charrin,Arloing,L.Straus等

バ ー時之 テ否定 セ シモ、 コハ其菌量 ノ適當 ナ ラ

ザ リシガ爲 ニ シテ、其後R6mer,且amburger

等 之 テ確認 シ其後多撒 ノ追 試者 出 デ今 日之 テ疑

フモ ノナシ。然 ヒ共之 テ組織學的 二研究 セルモ

ノハ甚 ダ少 シ。最初之 テ研究 セルハ皮膚病學者

Lewandowskyナ リ。 氏 ハ海瞑 テ用 ヒ其皮膚載

切 面或 ハ皮 内二結核菌 テ接種 シタルー、健康動

物 二於 テハ最初 ノ24時 間内ニハ少数 ノ多核白

血球滲 出 シ來 リ,之 ガ大 小 ノ結核菌集落 ノ周園

テ包 ムモ分離結核菌 テ貧喰 セルモ ノテ除 キテハ

白血球 ハ貧喰細胞 トシテハ大 ナル 役 目 テ ナ サ

ズ。第3日 目 ヨリ白血球 ノ外 二大軍核細胞出現

シ、約1週 ノ終 リ迄漸次 檜加 シ、 白血球敷 テ凌

ギ多数 トナル。14日 後 ニハ圭 トシテ軍核球 ヨ リ

ナル限局性浸潤 テ生 ジ其周 園 二淋 巴球 アルモ定

型 的結 節構造 テ見ズ、次 デ中央部位軟化 シ自開

シ潰瘍 ラ作 ル。之 二反 シ結核罹患動物 二於 テハ

24時 間後 ニ ハ創 面 二凝 固 セル血清 アリテ其 中

二結核菌 ノ集落 アリ。次 デ壊死 セル白血球 ノ層

テ形成 シ其 周園 ハ強 ク俘腫 テ示 シ所 々二游 走細

胞散在 シ、血管高度 二旗大 シ、多核 白血球 ニテ

充 サ レ所 々出血 テ示 ス。2.3日 後凝 固血清、壌

死 白血球、上皮細胞及 ビ濾胞 ラ含 ム全層 ヨリナ

ル壌死組織 ヨ リ痂 テ生 ジ、 之 ガ脆落 ト同時 二多

撒 ノ結核菌 ガ排泄 サル。表面 ハ速 カニ上皮細胞

テ形成 シ治癒 ス。然 レ共 多 クノ揚合 ニハ其後約

2週 間 ニ シテ類上皮 細胞及 ビ亘大 細胞 ヨリナル

結 節様浸潤 テ生7中 二少数 ノ結核菌含有 セ ラル

ルモ6-・8週 間後 ニハ完全 二吸牧 サ レ結核菌 ハ
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消失 ス。斯 クノ如 ク初感染動物 ト再感染動物 ト

ハ其結核菌 ノ感染二封 シテ異ナル反慮 テ以テ答

へ、再感染二於テハ早期反慮ニヨリテ結核菌ハ

機械的二排泄サ レ、次 デ残 レル少敷 ノ結核菌 ニ

ヨリテ結節性攣化 ラ惹起ス ト云ヘ リ.而 シテ再

感染二於 テハ抗膿ニヨリテ結核菌 ラ浩化 スト云

フ。斯 クノ如 ク反慮様式 ノ異 ナリト云ヘルニ反

シ、其後Jaff6undL6wensteinハ 海猿 ノ足踪

皮下二結核菌テ注射 シタルニ其惹起スル反慮機

轄ハ質的差異ニアラズ シテ時間的相異ナリト云

ヘ リ。即チ健康動物 二於 テハ認 メ得ベキ攣化・・

8日 後二起 ルモ、結核動物二於テハ既二24時

間ニシテ急性炎症 ノ凡テノ症駄テ具備スルト云

フ。其後Gr廿neberg更 二此問題 テ追試 シs時

間以後 ノ経過テ観察セリ。即チ結核菌 テ皮内注

射 セルニ初感染動物二於テノ・先 ヅ最初多核白血

球出現 シ次 デ大小 ノ輩核球出現 ス。多核白血球

ノ滲出ハ第1時 間目二最高二達 シ次 デ漸次減少

スルニ反 シ、輩核球 ・・更 二檜加 シ、逡ニハ大小

ノ軍核球 ヨリナル組織 テ形成 ス、斯ル軍核球 ハ

間質組織即チ血管壁細胞 ヨリ生ズルモー部又固

定組織細胞 ヨリモ生ズト云 フ.再 感染 二於 テモ

亦最初 二多核白血球滲出シ來ルモ、血管内皮細

胞 ノ游走特 二高度ニ シテ、結核菌二封 スル組織

ノ感受性強 ク、注射部位 ヨリ遙 カニ遠隔 ノ組織

ニマデ反磨波及 シ、固定結締織細胞ハ膨大 シ、

著 明二細胞分裂 ラナシ檜殖 シ、小血管 ノ内皮細

胞又有綜分裂 テ起 シ、血管壁及 ビ其周園ハ著明

二細胞増加 ス。斯 クノ如ク初感染及 ビ再感染 ノ

相異ハ後者二於テハ前者二比 シ檜殖性炎症 ノ高

度 ナルノミト云ヘ リ。T6ppichハ 前記氣道感染

試験後更 二血道感染ニヨル肺臓早期攣遷 二就 キ

研究 シ、氣道感染試験 ノ成績 ト甚 ダ類似 ノ結果

ラ報告 セリ。即チ初感染動物 二於 テモ再感染動

物 二於テモ其反慮様式ハ同一 ニシテ、異ナルハ

量的拉 二時間的關係ナリト云ヘ リ。即 チ血道感

染 ニヨリテ肺臓毛細管或ハ小血管二菌栓塞 テ惹

起 シ、其結核菌集團ノ周園二内皮細胞増殖肥厚

シ、次 デ其内皮細胞ハ大軍核球或ハ移行型 トナ

リ更 二多核 白血球 二移行 ス ト云 ヒ、血 中 ノ白血

球 ハ之 二 参 與 セ ズ ト云 ヘ リ。 同教室 二於 テ

Gromelski・ ・腹腔 内二結 核菌 テ注射 シ其組織反

慮 ハ叉初感染 及 ビ再感染 二於 テ同一 ナ リト云 ヘ

リ。

以上 ノ如 ク結核 菌 ノ侵襲 二封 シテ初感染動物及

ビ再感染動物 ノ反慮 様式 ハLewandowsky等

ノ如 ク雨者 二於 テ全 ク異 ナ リト云 ヘルモ ノアル

モ、 多激'・反慮様式 ハ同一 ナル モ唯時間的蚊 二

量的 二再感染動物 二於 テハ早期 二且高度 二経過

スルニ過 ギズ ト云 フモ ノ多 シ。余 ノ實験 二於 テ

モ亦 雨者 ノ間 二反慮様 式 ノ異 ナル テ認 メザ リシ

バ既 二厘 桔已述 セルガ如 シ。 然 レ ドモ其 菌量、

菌力、「ア レルギー」状態 ノ異 ナルニ從 ヒ其組織

反 慮 ノ結果 ハ甚ダ シク異 ナルモノニ シテ、結核

ノ病理攣 化 ノ多種 多様 ナルハ既 二報 告セルガ如

シ 。

第三、滲出細胞ノ種類

結核菌 ノ氣道内注入ニヨリ肺胞 内二滲出スル細

胞 ノ種類二關 シテハ上述 ノ如 クT6ppichハ 血

管内皮細胞 ノ膨大 シ其根基 ヨリ剥離セルモノナ

リトセル、細胞核圓形或ハ橋圓形 一シテ原形質

大ナル細胞 テ大軍核球 ト名付 ケ、此大輩核球ハ

次 デ其細胞核ノ伸展、捻轄等 ラ起 シ多形 トナリ

移行型 テ経 テ途 二分葉 シ多核白血球 トナ リ、此

際血中 ノ白血球ハ参與セズト云ヘ リ.余 ガ健常

動物 二於 テ得 タル氣管枝洗1條液二於 テハ既述 ノ

如 ク大軍核細胞、幼弱或 ハ小輩核細胞、移行型

細胞、多核白血球、淋巴細胞及 ビ氣管枝粘膜上

皮細胞等 テ認 メタリ.此 中氣管枝粘膜上皮細胞

ハ反磨機 軸 トシテ出現 セルモノニ非ザルテ以テ

除外 スベ シ。赤血球 モ亦常時認 メタリ。大輩核

細胞、幼弱軍核細胞拉 二移行型細胞ハ共 二塵埃

ラ囁取 シ且同種細胞ナルテ以テ塵埃細胞 ト縮構

スルニ既述 ノ如 シ。或ハ又炎症機轄二際 シテ出

現スルテ以 テ大滲出細胞(GropeExsudatzelle)

ト樗 シ・循環・器障碍 アリテ肺臓 二永 ク鰺血 ラ來

セル時ハ血色素穎粒 テ撮取 セルテ以テ之 テ特二

Herzfehlerzelleト 稻…ス。何 レモー一方的ニシテ
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練 括 的 名構 ナラズ。恐 ラク組織球 ナルベ シ。此庭

二注意 スベキ・・余 ノ所謂 移行型 細胞 トT6ppich

ノ所 謂移行型 トハ同一 ノモ ノテ示 スモ其解澤 二

於 テ異 ナルモ ノニ シテ、余 二於 テハ原形質大 ニ

シテ細胞核 ノ多稜形 ナルモ ノ(爲 眞第一一pm5--

6)ラ 分 葉核大細胞(窮 眞第一圖7.8.11.12)ヘ

ノ移行型 ト稻1スルモ ノニ シテ、T6ppichノ 所 謂

移行型 トハ大軍核細胞 ヨリ多核 白血球 二移行 ス

ル階段 ニ アル移行型 ナ リ ト云 フ ー ア リ、印 チ

T6ppichハ 余 ノ所謂分葉 核大 細胞 ラモ亦多核白

血球 ト稔 セ リ。然 レ共余 ノ所謂分葉核大細胞 ハ

多核 白血球 トハ裁断 トシテ嘔別 ス〈ごキモ ノニ シ

テ、分葉核大細胞 ハ其形大 ニ シテ「メチー レン」

青 ニ テ原形質比較的濃染 シ塵埃 テ囁 取セル ニ反

シ、 多核 白血球 ハ其形 前者 二比 シ遙 カニ小 一 シ

テ原形質 ハ淡染或 ハ殆 ン ド染 色 セズ塵埃 テ囁取

スルモ ノ殆 ン ドナ シ。 且雨者 ノ間 ニハ階段的移

行 ナク、且結核菌感染 一定時間後 多核白血球 ノ

増加 セル時 二於 テモ分葉 核大 細胞之 ニー致 シ檜

加 セズ。尚 「ヘマ トキシ リン、 エ オジン」染 色標

本 二於 テハ分葉 核大細胞 ノ原形質 ハ赤紫 色二卒

等 二染 色 スルモ、 多核 白血球 二於 テハ大 ナル或

ハ小 ナル「エ オ ジン」佳,染頼粒 テ含有 スルモ ノ多

シ。斯 ル小多核細胞 ニ シテ血 中 ノ多核 白血球 ト

同 ジキモ ノハ多核 白血球 ト構 ス〈ごキモ ノー シテ

之 ガ滲出液中 ノ軍核 細胞 ヨリ移行 セ リトスル論

豫 テ訣 ケ リ。 多核白血球(若 シクハ形態上多核

白血球 ト全 ク同一 ノ形態 テ有 ス・レ多核細胞)ガ

肺臓 局所 二於 テ産 生 シ得 ラル ・ヤ否 ヤニ就 キテ　

ハ後再 ビ考察 セ ン トス。大 軍核 細胞 ハ原形質甚

ダ大 ニ シテ「メチー レン」清 二比 較的淡染 シ、時

二大小 ノ室胞 テ有 ス(爲 眞第一圖参照)。 細胞核

ハ圓形或 ハ儲 圓形 ニ シテ濃 染 スルモ ノア リ、或

ハ比較的淡染 スルモ ノア リ。 時 二又室泡 テ形成

ス。核 ハ細胞 ノ中央 部 二位 スルモ ノア リ、一極

二偏在 スルモ ノアリ.殊 二之等 ノ關係ハ家 兎二

於 テ明瞭 二認 メラル ・モ、 海瞑 二於 テハ著 明ナ

ラズ。Pagel・ ・海瞑 二於 テ・・核 ハ中心性 二存在

ス ト云 フ。余 ハ家兎 二於 テハ殆 ン ド凡 テー極 二

偏在 シ、且其像 海猿 二於 ケルモ ノー比 シ美麗 ナ

ルテ見 タ リ。T6ppich・ ・家兎 二於 テハ大輩核細

胞明瞭 ナルモ初感染 及 ビ再感染動物 二於 ケル反

慮機 轄 ノ差異著 明 ナラズ トシ家兎 テ用 フル テ避

ケ タリ.本 細胞 ガ破壌 スル時 ハ先 ヅ以 テ細胞核

攣性破壌 清失 シ原形質 ノ・最後 二清失 ス.故 二適

時 二於 テ観察 スル時 ハ原形 質 ノミテ見 ルコ トア

リ、之 二反 シ多核 白血球 ノ憂 性 スルヤ先 ヅ以 テ

原形 質攣 性 シ細胞核 ハ比較的抵抗 彊 シ。移行型

及 ビ分葉核 細胞 ハ大輩核 細胞 ノ退行性攣 化 ノー

方向 ニ シテ、再感染動物 二於 テハ大 多核細胞比

較的多数 ナ リシハ注 目 ス〈ごキ事 項 ナ リ。Herx-

heimerハ 分 葉核細胞 ト亘態 細胞 ト ノ間 一バー

連 ノ移行型 アリテ、移行型乃 至分葉核大細胞 テ

亘態 細胞 ノ原始的 ナルモ ノ トセ リ。 之 二就 キテ

ハ後 日記載 スベ シ。余 ノ所 謂幼弱軍 核細胞 ハ其

形小 ニ シテ核小 サ ク濃染 シ、原形 質 二乏 シク又

比較的濃染 シ淋 巴球 テ見 ルガ如 キモ、淋 巴球 二

比 シテハ大 ニ シテ、且塵埃 テ囁取 シ、結核菌 テ貧

喰 スル鮎 及 ビ其他大軍核 細胞 ト直接 ノ移行 アル

テ以 テ淋 巴球 ニ アラザル テ確認 シ得 くごシ。斯 ル

モ ノニ既 二分葉核 ヲ有 スルモ ノア リ、反慮 二際

シテ尚十分分 化 セズシテ剥 離 シ然ル後膨大 シテ

大 輩核 細胞 二移行 スルモ ノナルテ以 テ余 ハ之 テ

幼弱型 ナ リト云 ヘ リ。T6ppich又 幼 弱輩核球 ハ

其形態小 ニ シテ濃染 ス ル コ トテ 記載 セ リ。

Herzo9・ ・血管 内皮 細胞 ノ膨大剥落 セル所謂大

軍核游走細胞 ハ更 二檜 殖 シ小 淋巴様 細胞 子生産

シ、 炎症時 ニハ早期 二剥 離 シ著 明 ノ食喰作用 ラ

有 ス ト云 ヘ リ。淋巴球 ハ健 常動物拉 二炎症反磨

ノ比較的末期 二於 テ出現 スルモ其 量甚 ダ少 ナカ

リキ。蔭 山氏ハ結核菌 ノ腹腔 内注射 二際 シ、腹

腔 内二現 ハル滲 出細胞 ノ数 量的關係 テ検 査 シ、

淋 巴細胞 ノ早期 二於 テ最 モ多数出現 ス ル ラ認

メ、 且淋 巴球 ラ除 キテハ先 ヅ最初 二大軍核 細胞

ノ出現 シ、次 デ多核 白血球檜加 シ、從 ツテ軍核

球 ノ%撒 ハ減 少 スルモ,後 多核 白血球 ノ滲 出減

退 ト共 二再 ビ大輩核 細胞檜加 ス ト云 ヘ リ。彼此

封照 シテ又興味 ア ル實験 ナ ランカ。経氣道感染
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テ施行 シ肺臓病墜 テ検査 セル上記渡邊、 且erx-

heimer,T6PPich等 ハ殆 ンド淋 巴球 二就 キテハ

記載 セズ、 コレ淋巴球 ノ量少 キニ ヨルモ ノナル

ベ シ
。

大 軍 核 細 胞 ノ由 來

肺 胞 内 二 出現 ス ル 大 軍 核 細 胞 ノ由來 二關 シテ ハ 古 來

多 薮 學 者 ノ論 議 セ ル 所 ナ リ。 抑 く肺 臓 組織 ノ構 造 ヲ

考 フ ノレニ肺胞 ノ中軸 ハ 毛 細 血 管 ニ シテ 共 部 二少 許 ノ

結 締 織 細 胞(Fibrocyten)及 ビ組 織 球 ア リ、是 等 凡 テ ヲ

取包 ミテ肺胞 膜(Alveolarmembran)ア リ、其 上 ヲ肺 胞

上 皮 細 胞 被 覆 ス、 從 ソ テ 肺 胞 貧 喰 細 胞 ノ由來 二就 キ

テ ノ・上 記 肺 胞 上 皮 細 胞 、 血 管 内皮 細 胞 、 組 織 及 ビ血

液 細 胞 ノ四 ツノ可 能 性 アル モ 四 者 ヲ形 態 學 的 二 匠 分

ス ル コ ト・・困 難 ニ シテ、 諸 家 ノ見解 一 致 セ ザ ル所 以

ナ リ。

肺 胞 内1喰菌 細 胞 ノ由 來 二關 シテ ・・既 二Slavjansky(18

6g).v.Ins(1876),Ruppert(1S78)ノ 時 代 ヨ リ論 孚 セ

ラル ・モ ノ ニ シテRupPertが1878年Virch.Arch.

Bd.72.二 記 載 セル 當 時 ノ文 献 瞥 見 ノ・興 味 ア リ。 即 チ

之 二櫨 レバ 共 當 時迄 ・・上 皮 細 胞 説 二異 議 ヲ挾 ム モ ノ

ナ カ リ シガSLvjansky初 メテ血 球 ノ肺 胞 内 二滲 出 シ

來 ル モ ノナ リ ト云 ヒ、v.Ins叉 之 二賛 セ リ。 之 二封 シ

Ruppert・ ・主 トシテ上 皮 細 胞 ナ ノレモー 部 叉 白 血球 ノ

滲 出 ヲ否定 シ得 ズ トノ折 衷 説 ヲ獲 表 セ リ、 即 チ50年

前 ノ昔 ヨ リ 既 二今 日二 見ル が如 キ 論 雫 ア リ、 其 後 多

数 ノ研 究 者 ニ ヨ リ絶 エ フミ本 論 争 ノ・繰 返 ヘ サ レ 痢 レモ

ノ ニ シ テ、 最 近10年Aschoff及 ビ清 野 氏 ノ網 状 織 内

皮細 細 學説 出 ヅノレニ至 リテ 此 方 面/研 究 更 ニー 段 ノ

生 彩 ヲ加 へ 百 花 瞭 關 タ ル ノ 観 ア リ、 今 其研 究 者 ノ名

ヲ列 墾 ス レバ 次 ノ如 シ。

(1)上 皮細 胞 説

Rokitansky,Virchow,Knauff,Ruppert.Baumg -arten

Arnold,Millian,Schottelins,渡 邊Herxheimer,

Schaffer,B.Fischer,Aschoff,Sewell,Briscoe,

Westhues,蔭 山,Seemann,Gross,Sacks,Rosin,

Tendeloo,Miller,Pagel,大 高,Timofejewskyund

Benewolenskaja,Carleron,Mavrogordato,Jaulmes,

Cappel1,Gueyesse・Pellissier,Grane1,Faur6-Fremiet,

Bard,Jeddeloh.

(2)間 質 細 胞 訊(MesenchymalTheorie)

甲 、 血球 訊(軍 核 球 、 血 液 組織 球)

v.Ins,Slavjansky,ChentemesseetPodwy}s(,tsky,

Metschnikoff,N.Tschisヒowitsch,GilbertetJomier.

乙 、 局 所 組織 球 説(中 隔 組織 球 及 ビ血 液 組織 球)

清 野,村 田,坂 本,中 院,眞 島,中 馬,Wislocki,宇 川,

Maximow,Lang,Policard,Fried,Gardnerand

Smith,Chiodi,A.Tschistowitscb.

丙 、 毛 細 管 内 皮 細 胞 説

Haythorn,Permar,Mallory,T6ppich.

以 上 ノ如 ク ー 般 二 日本 學 者 ノ・組 織 球 説 二賛 ス ル モ病

理 學 界 ノ泰 斗Aschoff一 派 ・・上 皮細 胞 説 ヲ固持 シテ

退 カ ズ、 一 般 二 血球 説 及 ビ血 管 内 皮 細胞 読 二 加 憺 ス

ル モ ノ少 シ。

T6ppichノ ・結 核 菌 ノ氣 道 内若 シク》・血 道感 染 ノ何 レ

ニ於 テ モ其 防 禦細 胞 ノ・毛 細 管 内 皮 細 胞 ニ シテ、 膨 大 、

剥 離 シテ大 軍 核球 トナ リ、 貧 喰 作用 ヲ替 ミ、 結 咳菌

毒 ノ作用 ヲ被 リテ 自己 ハ 細 胞 核 ノ形 態 ヲ墾 ジ途 二多

核 白 血球 二攣 化 シ、 此際 血 中 ノ 多 核 白血 球 ノ・防禦 機

轄 二参 與 ス ル コ トナ シ ト稚 セ リ。 肺 臓 毛 細 管 内皮細

胞 ノ貧 喰 作用 活 濃 ナ ♪レヲ諭 ク モ ノ ニ此 他Boerner-

Patzelt,Foot,Eppinger..Wagner,Domagk,

Schwienhorst等 アル モSeemannノ ・是 等 ノ・大 量 注 射

ニ ヨ リ血 管 栓 塞 ヲ惹 起 シ條 件 ノ異 ナ ル ガ 故 ニ シテ 通

常 ノ状 態 二於 テ ノ・肺 臓 毛 細 管 内 皮 細 胞 ハ 他 臓 器 ノ毛

細 管 内皮 細 胞 ト異 ナ リテ色 素 掻 取 少 シ ト主 張 ス、之 二

賛 ス;レモ ノ 亦 多 シ(Westhnes,Siegmund,Pratt,

Anthony,Gerlach,Kusnetzosky,Huguenin,Foulon

undDelarue.Lang)。

組 織 球 説 ヲ執 レ清 野 、坂 本 氏 等/論 櫨 二就 テ ・・後 日

記 載 ス ベ シ。 此 塵 一 ノ・肺胞 上 皮細 胞 説 ヲ 固持 ス ル

Seemannノ 論 糠 蚊 二組 織 球 説 ヲ否 定 ス ル其 難 鮎 二就

キ ー 言 セ ン ト ス。 肺 胞 内大 滲 出細 胞 ノ本 態 二 關 ヅ

Aschoff・Seemann一 派 が上 皮 細 胞 説 ヲ圭 張 ス ル論 擦

ハ圭 トシ テ 喰菌 作 用 ノ螢 爲 セ ラ ル ・速 度 ガ 甚 ダ速 ヵ

ナ リ・ト云 フ黙 ニ ア リ、 卸 チ 貧 喰 細 胞 ノ出現 ・・組 織 球

等 ノ出 現 ヲ思 考 シ得 ザ ル程 速 カニ シテ 當 然 其 局 所 二

既 二存 在 ス ル 肺 胞 上 皮 細 胞 ヲ 考 ヘ ザ ノレベ カラ ズ トナ

ス ニ ア リ。Gardnerノ ・含 糖鐵 ヲ氣 管 内 二注 入 シタ2レ

ニ殆 ソ ド瞬 間 二1--2分 後 二肺胞 上 皮 細 胞 二沈 著 スノレ

ヲ認 メ、 葡 萄 状 球 菌 ノ・1分 後 二上 皮細 胞 二吸 著 サv

10分 後 二 ・・強 ク貧 喰 サ レ、大 量!異 物 ヲ注 入 ス ル時

ハ短 時 間 内 二 甚 ダ 多 鍛 ノ肺 胞 上 皮細 胞 が剥 離 シ
、 貧

喰 細 胞 が生 ジ 氣 管枝 ノ方 へ 排 出 セ ラル ・コ トヲ見 タ

リ ト云 フ。 余 ノ 實 験 二於 テ モ 亦 結 核 菌 注入 後 殆 ソ ド
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瞬 間 二結 核 菌 ノ喰 菌 サ レ居 ル ヲ認 メ タ リ。 其 一 部 ・・

細 胞 表面 二吸 著 セ ラル ・モ ノア,レベ キモ、 一 部 ノ・明

ヵ 二貧 喰 セ ラル ・ヲ確 認 セ リ。 然 レ共 喰 菌 作 用 ノ速

カナ ノレヲ以 テ 肺 胞 上 皮細 胞 ナ リ ト云 フ・・安當 ナ ラ ズ、

何 トナ レバ 通 常 既 二肺 胞 内 二 ・・大 滲 出細 胞 ア リテ 喰

作 用 ノ 準 備 行 爲 ヲナ セ ル が故 ナ リ。 共 他 滲 出細 胞 ・

出現 速 度 速 カ ナ)tzヲ 認 ム ル モ ノ ニGardnerand

Smith,H.undM.Westhnes等 ア リ。 組 織 球 説 二加

櫨 ス,レ モ ノノ・其 形 態 蛇 二機 能 が他 ノ組織 球 性 「マ ク ロ

ファー ゲ ソ」 二酷 似 セ ル ヲ指 摘 ス ル モ、 空 泡 形 成 、 義

足 、 核 ノー一極偏 在 等 ハ 機 能 ニ ヨル 第 二 次 的 攣 化 ニ シ

テ是 等 ヲ以 テ 直 チニ 本 細 胞 ヲ組 織 球 ナ リ ト云 フ ヲ得

ズ トSeemann(Ziegler'sBeitr.Bd.76.1927,ハ 論

駁 セ リ。 大 高 氏 ノ・肺 胞 上 皮 細 胞 二 ・・アノレ トマ ソ氏 穎

粒(「 コ ソ ドリオ ゾー メ ン」)ヲ 鉄 ク モ、肺 臓 組 織 球 ニ

ノ・之 ヲ有 ス トシ、 之 ヲ以 テ雨 者 ヲ匠 別 セ ソ トス ノレモ、

MevesundTsukaguchi,Pagel・ ・上 皮細 胞 ニ モ 亦

ア ル トマ ソ氏 顧 粒 ヲ 有 ス ト云 ヒ、 形 態學 上 雨 者 ヲ 医

別 セ ソ トノ ア ラ ユ ル企 ハ失 敗 二終 レ リ。

組 織 球 説 ヲ執 ル學 者 ハ 組 織 球 二・・貧 喰 作 用 ア ル モ 上

皮 細 胞 ニ ハ貧 喰 作用 ナ シ ト云 フモ、Seeman・ ・多数 ノ

例 詮 ヲ掲 ゲ テ上 皮 細 胞 ノ色 素 賑 取 可 能 ナ,レヲ高 唱 ス。

Seemann二 櫨 レバ肺 胞 上 皮 細 胞 ノ生膿 染 色 二際 シ共

色素 ヲ振 取 ス ル ・・機 能 的 二 能 動 的 ナ,レ 所 謂 刺 戟型

(Reizform)ニ シ テ 大 部 分 ・・所 謂 静 止 型(Ceilules

nachGuieysse・Pellissier)二 囲 シ色 素 ヲ掘 取 セ ズ、 印

チ類 脂 肪 膿 小 球 、 塵 挨、 鐵 顧 粒 ヲ有 ス ノレ上 皮 細 胞 ・・

刺 戟型 ニ シテ 著 明 二貧 喰 作用 ヲ有 ス、 此 刺 戟 型 ハ肋

膜 下 二近 ク存 在 ス ト云 フ。 共 理 由 ハ 肋 膜 下 ・・呼 吸蓮

動 最 モ劇 シ ク塵挨 ノ沈 著 シ易 ク 從 ツ テ 此 部 二存 スル

上 皮 細 胞 ノ・i新陳 代 謝 ノ 旺 盛 ナ リ ト云 フ ニ ア リ。

Seemannノ ・尚 肺 臓 二 ・・生 膿 染 色 可 能 ナ)レ2種 ノ細 胞

存在 シ、 色 素 顧 粒 ノ粗 大 ナ ル ・・組 織 球 ニ シテ、 微 小

ナ ル ノ・肺 胞 上 皮 細 胞 ナ リ ト云 ヘ リ。

上皮 細 胞 ノ遊 走 ス ル ヤ否 ヤ ニ關 シテ・・Seemann・ ・

石 川 及 ビ 下村 氏 ノ蛙 二於 ケ ノレ研 究 ヲ引川 セ リ、 部 チ

氏 等 ・・試 験 管 内 二於 テ 各 種 ノ 上 皮 細 胞 ノ遊 走 ス,レ ヲ

認 メ タ リ ト云 ヘ リ(Arch.f.exper.zellforschung.Bd.

2・1925)。 共 他Strelinノ ・家 兎肺 臓 ノ組 …織盟 外 培 養 ニ

ヨ リテ 氣 管枝 粘 膜 上 皮細 胞 ノ遊 走 シ、 貧 喰 作 用 ヲ螢

ミ、 分 葉 核 ヲ示 シ、 氣胞 内 貧 喰細 胞 トノ匠別 不 能 ニ

ナ ル ト云 ヘ リ。

其 他組 織 膣 外 培 養 ニ ヨ リテ 是 等 ノ問題 ヲ 解 決 セ ン ト

セ]1/モ ノヌ,多 シ。TimofejewskyundBenewolenskaja

ノ・家 兎 肺 臓 及 ビ 結 核菌 ヲ同時 二 禮 外 培 養 シタ ノレニ、

結 核 菌 ヲ包 ム 大 細 胞 ハ 肺 胞 状 二配 列 シタ ル ヲ以 テ、

之 ノ・肺 胞 上皮 細 胞 ナ リ ト云 ヘ リ。Carletonj又 之 二費

ス。 之 二反 シLang・ ・同 様 ノ試験 ヲ行 ヒ、 組 織 球 性

中隔 細 胞 ノ遊 出 及 ビ喰菌 作用 ヲ認 メ、B'oom叉 之 二

賛 ス。 何 レニ シテ モ 組 織 鵬 外培 養 二於 テ肺 胞 内貧 喰

遊 離 細 胞 が 生 ズ ノレコ ト・・明 カー シ テ、 仰 千 大 滲 出細

胞 ノ局 所 産 生 ヲ確 讃 ス ル モ ノナ リ。

多 核 細 胞 ノ由 來

小 多核 細 胞 ノ由 來 二就 キ考i察ス レ ニ 之 叉 異 説 ア リ。

既 二屡=記 載 セル が如 クT6ppich・ ・多 核細 胞 ・・前 記

大 軍 核細 胞 ヨ リ 分 化 セ シ モ ノニ ンテ 血 液 中 ヨ リ滲 出

シ來 レノレモ ノニ ア ラ ズ、 結 核 菌 氣 管 内 注 射 ニ ヨ リ 惹

起 サ ノレ反iA'[L/'1性炎 衝 ・・初 感染 動物 及 ビ再 感 染動 物 ノf可

レ ヲ問 ハ フご終 始 培 殖 性 炎 衝 ニ シテ 滲 出性 炎 衝 ニ ア ラ

ズ、 詳 言 ス レバ 先 ヅ毛細 管 内 皮細 胞 ・培 殖 肥 厚 シ、

氣 胞 内 二剥 離 遊 出 シ大 軍核 球 トナ リ、 之 ハ更 二 核 ノ

墾 形 ヲ惹 起 シ、 移 行 型 ヲ経 テ 分 葉 核 郭 チ多核 細 胞 ト

ナ ル モ ノ ニ シテ 之 ヲ直 チ ニ多 核 白血球 ト稔 セ リ。 卸

チ多 核 白血 球 ノ局 所産 生 ヲ唱 ヘ タ リ。 然 レ共 之 が滲

出大 軍 核細 胞 ヨ リ 移 行 セ リ トスァレ論 擦 ヲ歓 〃つレハ既

二記 載 セ ノレガ如 シ。

白血球 殊 二 多核 白血 球 ノ局 所 産 生 、 殊 二 炎症 組 織 二

於 ケ ノレ 多 複 白血球 ノ局 所 生 成 二就 キ同 顧 ス ル ニ、 炎

衝 ノ四主 要症 候 ノー ナ ル腫 脹 ノ・軍 二 ・膿液 ノ集 中 ニ ョ

ル モ ノナ ラッご.叉多数 細 胞 成分 ノ 蓄 積 ニ ヨル モ ノナ ル

・・古 來 ヨ リ 知 ラ レタ;レ モ、 斯 ル細 胞 ・・往 古 二於 テ ・・

無 生的 ナ ル 膿 液 ヨ リ局 所 二於 テ 生 成 セ ラ ル ・モ ノナ

リ トノ 荒 唐無 稽 ノ試 信 ジ ラ レ居 タ ル モ、 細 胞 病 理 學

ノ鼻 組Virchow出 ヅル ニ及 ビ炎 症細 胞 殊 二膿球 ・・結

締織 細胞 ヨ リ生 ズノレモ ノナ リ ト云 ヒ、 更 二 其 門下 生

Cohr',heim-一 一コ リ膿 球 ・・面 夜中 ヨ リ滲 出 シ來VJレ 多核

白血 球 ナ リ ト喝 破 セ リ。 今 日Naegeli等 ノ血 液 學 者

ニ シテ 多 核 白血 球 ノ局 所 産 生 ヲ設 クモ ノ殆 ン ドナ シ

然 レ ドモ ー 部 研 究 者 ノ中 二 ・・伺 多核 白血 球 ノ局 所 産

生 ヲ固 執 ス ル モ ノア リ(v.M611endorf)。 卸 千氏 等 ・・

炎 症 ノ早 期 二於 テ 出 現 ス ル 多核 白血 球 ハ血 液 中 ヨ リ

滲 出 シ 來 レ ノレ モ ノ ニ ア ラ フごシ テ 結 締 織 細 胞

(Fibrocyten)ヨ リ直接 分 裂 ニ ヨ リテ局 所的 二新 生 セ ル

モ ノナ リ ト聡 ス。 之 二封 ス ル モ ノ ニGerlach一 派 及
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ビFischel・Wasels一 派(Falk,Fuchs,Chassel,

B6ngelerundWald)ア1, 、其論孚今 日二至ノレモ蓋キ

ズ。近時Oeller,Domagk,Siegmund,Jakob,T6PPich

等 ノ如ク肺臓毛細管内皮細胞ガ著明二増殖 シ、 之 ヨ

リ多核白血球ガ産生セラルト云 フモ ノ少 カ ラズ。

Oeller・ ・免疫動物 ノ静脈内二鶴赤血球 ヲ注射スル時

・・瞬間二血管内皮綱胞が喰作用 ヲ起 シ、 次デ 分葉核

1・ナリ多核白血球1・ノ鑑別不可能 トナル1・云ヘ リ。

Domagk・ ・「マウス」二於テ葡萄状或・・連鎖状球菌ヲ

静脈内注射スル時 ・・毛細管内皮細胞 が著明 二肥大

シ活濃二食喰作用ヲ起 シ、 且培進シ、 軍核球 ヨリ移

行型 ヲ経テ 次デ多核白血球 二移行ス ト云ヘ リ。 之二

封 シSeemannノ ・健常海狽ノ肺臓毛細管ニノ・既二多

撒 ノ多核 白血球ノ含マル ・モノニシ、 斯ルコ トヲ言

ヒ得ズト云ヘリ。 且 氏・・健常肺組織 ト硲スノレモノニ

モ 屡 く輕度 ノ慢性炎症ヲ惹起スルモノアルヲ以テ此

種研究ニノ・特二注意 ヲ要 スト云ヘリ。 余ハ 本實験二

於テ 分葉核塵埃細胞ヲ認 メタルモ、 本細胞 ト多核白

血球 ト・・劃然 ト匠別スベキモノナルハ 既二随所二於

テ記述セ リ。要スルニT6ppichノ 云 フ如キ軍核細胞

ヨリ多核白血球 二分化ス1・云フ見解二封 シテ・・余・・

明確二之ヲ否定シ得タリト信 ズ。

第四、免疫現象 トシテ ノ観索

(1)結 核 菌 ノ蓮命

氣道 内二注入 セ ラレタル結核菌 ノ蓮命 二關 シテ

ハT6ppichハ 又 興味 アル威績 テ報 告セ リ。 即

チ氣 道 内二注入 セラ レタル結核菌 ノ中遊 離存在

セルモ ノハ先 ヅ所謂軍核球及 ビ移 行型 二貧喰 セ

ラレ、次 デ出現 スル多核 白血球 二擁 取 セ ラル ・

モ喰菌作用 ハ何 レガ主役 ナル ヤ明 ナ ラズ ト云 ヘ

リ。集籏存 在 セルモ ノニ於 テハ先 ヅ輩核球 或 ハ

移行型 細胞 三テ外套状 二園続 セラ レ、本細胞 ノ

分 化 ト共 二多核 白血球 二包園 セ ラル。 多核白血

球 ノ結核 菌 ノ集塊 テ其周邊部 ヨリ中心部 二向 ヒ

漸次 侵蝕 シ行キ、其様恰 モ骨細胞 ガ骨組織 テ侵

蝕 スル ガ如 シ。斯 ク ノ如 クシテ多核 白血球 ハ菌

塊 テ破壌 スルモ結核菌 ラ清化 セズ、次 デ現 ハル

大輩核球 ニ ヨリテ消化 セラル、而 シテ結核菌 ノ

盟 外溶解 テ認 メズ ト云 ヘ リ。 爾注意 スベ キハ第

一次的 二出現 スル大軍核 細胞 ハ多核 白血球 二移

行 スルモ、第 二次 的 二出現 スル軍核 細胞 ハ多核

白血球 二移行 セズ ト云 ヒ、其説 明 トシテ第 一次

軍核球 ハ異物 タル結核菌毒素 ニ ヨリ刺戟 セ ラレ

憂 化 スルモ ノナルモ、第 二次 的輩核球 ハ結 核菌

毒素 二慣習 セシ爲 ナ リト説明 セリ。彼 ハ夏 二静

脈 内二注射 セ ラレタル結 核菌 ノ蓮命 二關 シ研究

シ更 二本設 テ敷 術記述 セリ.即 チ結 核菌集塊 ハ

血 管栓 塞 テ惹起 シ、其 部 ノ血管 内皮 細胞 ハ層殖

肥厚 シ、結核菌集塊 テ園続 シ、次 デ本 細胞 ノ多核

白血球 二分 化 スル ト同時 二多核 白血球 二園僥 サ

ル。 多核 白血球 ハ酵 素 テ獲 生 シテ細核 菌塊 テ破

壌 シ、其際産生 スル蛋 白物 質ハ次 デ出現 スル軍

核球 ニ ヨリ吸牧 サル、從 ツテ本 輩核球 ノ原形質

内 二認 メラル室泡 ノー一部 ハ吸牧性 空泡(Resor-

ptionsvakuole>一 シテ、他方軍 核球 ハ 酵素 テ

産生 シテ結核 菌 テ溶 解 スルガ故 ニー部 ハ又分泌

性室泡 〔Sekretionsvakuole)ト 見 倣 スベキナ リ

ト云 ヘ リ。斯 ク ノ如 ク溶解 サ レタル結核 菌ハ12

日後再 ビ出現 シ來 ルモ、 細胞禮 外 一 アリテ食喰

セラレズ、細長 ニ シテZF等 二佳 染 ス。斯 ク此結

核菌 ノ細胞 二囁 取 セ ラレザ ルハ生盟 組織 ニ ヨリ

慣習(anpassen)セ ル ガ爲 ニ シテ、 一時清失 セル

ガ如 キハ不可祓1的濾過 性結核 菌 ニナ リタルガ爲

ナ リト云 ヘ リ.組 織 内一入 リタル細菌 ガー時不

可親的 ニナ リ、而 シ テ 省病原性 ヲ 有 ス ル ハ

priedberガ 「チ フ入」菌 二於 テ認 メタル現 象 ニ

シテー般細菌 二適 用 シ得 ルモ ノナ リ ト云 ヘ リ。

GrUnebergハ 結 核菌 テ皮 内注射 セルニ翫 二3

時 間後 二於 テハチール、 子ル ゼ ン氏染 色標 本 二

於 テハ結核 菌 テ認 メズ、ム,2氏 穎粒染 色 テ行

フ時 ハ注射 部位 二穎 粒状 テ呈 スル結核 菌殊 二個

々 ノ穎粒 テ認 ム ト云 ヘ リ。分離 陪核菌 テ貧喰 ス

ル喰細胞 ノ種類 二關 シテハLewandowskyハ

最 初 ハ 多核 白血球 ナルモ、次 デ出現 スル大輩核

細胞 ガ主役 テ演 ズ ト云 ヘ リ。之 二反 シT6ppich

等 ハ先 ヅ軍核球 二囁 取 サ レ、次 デ多核 白血球 二

囁取 セラル ・モf"∫レガ主役 ナ リヤ明 カナ ラズ ト

云 ヘ リ・ 勿論炎症 機轄 ハ組織 ノ異 ナル ト共 二異

ナルベ キ・・容易 二想像 シ得 ラル。余 ノ實験 二於

テ個 々分離 存在 セル結核菌 ハ先 ヅ輩核球 二囁取
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セ ラ レ、次 ノ時期 二於 テハ多核 白血球 二貧喰 セ

ラル ・モ其何 レガ主要素 ナ リヤ不 明 ナル鮎、注

入 直後 ヨリ比較 的早期 二於 テ多撒 二貧喰 セラル

ルモ後期 二於 テハ貧喰細胞 ノ減少 スル貼、或 ハ

菌塊 ハ先 ヅ以 テ軍核球 二包園 セラ レ、次 デ多核

白血球 二包園 セラ レ、破壌 セラレー時不可覗的

トナ リ、後再 ビ軍核細胞 二囁取 セ ラル ・等 多 ク

ノ鮎 二於 テT6ppichノ 所 読 テ肯 定 スルモ街多少

異 ナル所 見 テ得 タリ.即 チ結核菌 テ包 ム輩核細

胞 ハ其儘多核 白血球 二分 化 スルモ ノニア ラズ、

結核菌毒 ノ侵害 テ被 リ攣 性破壌 シ、此庭 二集合

シ來 レル多核 白血球 二吸牧 セ ラレ、結核菌 テ侵

襲 スル細胞 ハ多核 白血球 二置換 セラル、或 ハ菌

塊 ハ最初 ヨリ直接 多核 白血球 ニテ園続 セラレ、

一部菌塊 周邊部 ハ其部 二密接 セル多核 白血球 二

食喰 セ ラル ・モ、大部分 ・・細胞外 ニテ溶解 セ ラ

レ、次 デ其部 二少撒 ノ輩核球遊走 シ來 リテ結核

菌 テ食喰 ス、貧 喰 セ ラレタル結核菌ハ長 クシテ卒

等 二染色 ス。結核菌 ノ細胞 内清化若 シクハ細胞

外溶解 ラ否定 スルモ ノア リ、然 レ ドモ余 ノ實験 ハ

梢 支趣 テ異 ニセルモ ノニ シテ、肺胞腔 内二=剥離

シ攣性死亡 セル白血球 内若 シクハ外 ニテ結核 菌

ノ消化 セ ラル ・テ見 タ リト云 フー アリ。喀疾 テ

撒 日放 置 スル時 ハ結核菌 ハ自然 二溶 解 スル事 ア

リ、 コハ白血球 ノ自家融解産物 ニ ヨルモ ノナラ

ン ト云ノ・ル(Rosenthal,L.andB.Dolgopol,

LysisofTubercleBacilliinSputum,Amerc.

Rev.ofTbc.Vol.XXIVNo.3.1931)。 且

余 ノ使用 セル結核 菌 ハ極弱毒結核菌 ニシテ其趣

張毒結核菌 ト異 ナルモ ノアル〈ごシ。肺胞 内二注

射 セ ラレタル結核菌 ・・一部 ハ其儘或 ハ細胞 二貧

喰 セ ラレタル歌態 二於 テ、或 ハ細胞 二園続 セ ラ

レ喀出 セ ラル ・モ ノア ランモ、一部 ・・肺臓組織

内二侵入 スルモ ノアルベ シ、之 レニ就 キテハ後

日記載 スル所 アルベ シ。

(ロ)局 所発疫 ノ本態 二關 スル考察

余 ノ・前 同報告 二於 テ肺臓 ノ経 氣道 的局所発疫 ご

就 キ記載 セ リ。即 チ経氣道感染 二封 シ経氣道免

疫法 ハ皮下若 シクハ血道 内冤疫法 二比 シ免疫褒

顯 高度 ナル テ立謹 シタルモ、其見疫 ノ木態 二關

シテハ知 ル事 テ得 ザ リキ。 今同本研究 二際 シ再

ビ経氣道冤疫及 ビ皮 下免疫試験 テ封照拉行 セル

ノ、局所免疫 考察 ノー助 タラシメン トシタルモ ノ

ナ リ。 本實験 ノ如 ク量的比較試験 就中微妙 ナル

局所免疫試験 ノ如 キニ於 テノ・使用 スル試験 動物

及 ビ接種結核菌等 ハ絶封 二同一條 件 ノ下 二於 テ

施行 スル テ必要 トスルモ、多数 動物 テ使 用 スル

際 ニハ實際上困難 ナルコ トア リ。余 ハ局所見疫

試験 二於 テハ此鐵 則 テ嚴守 セルモ、他 方之 ガ爲

二経氣道免疫動物 ノ数少 ナカ リシバ遺憾 ナ リ。

然 レ共其間 ノ消息 ヲ伺 フニ充分 ナリキ。帥 チ前

述 ノ如 ク大 量結核 菌 ノ氣管 内注 入ニ ヨリ惹起 ス

ル早期反癒 ハ経氣道見疫動物 二於 テハ皮 下免疫

動物 二比 シ早 ク且高度 二現 ハル、而 シテ結核菌

二封 スル防禦細胞 ノ侵襲 ハ経 氣道見疫動物 二於

テハ遙 カニ強劇 ナリキ。斯 ル事 實 ヨリ経 氣道感

染 二封 スル経氣道的局所免疫 ノ本態 ハ、結核菌

ノ氣胞 内抑留破壊作用 ノ壇 張、菌排泄機能充進、

或 ハ結核菌 二封 スル細胞 ノ浦 化酵素 分泌充進等

ノ因子混成作用 ナルベ シト思惟 ス。

(ハ)再 感染動物 二於 ケル過敏症

結核菌 ノ氣道的再感 染ニ ヨ リテ細胞 ノ滲出急速

ナル事 ハ既 二述 ベ タル所 ニ シテ之Neufeldノ

云 フbeschleunigteReaktionナ リ。然 シテ之

ハー ツノ見疫現象 ナルモ場合 ニ ヨリテハ其結 末

ハ発疫現象 トナラザルコ トア リ
、 即 チ過敏症 ハ

ー種 ノ免疫的現象 ナルモ肺臓 二於 テハ其臓器組

織 ノ構造上他面却 ツテ生膿 ニ トリテ不利 ナル コ

トァ リ。即 チ細胞 ノ滲出正 常動物 二比 シテ劇烈

二惹起 シ、注 入セ ラレタル結核 菌 テ排 出セ ン ト

スルモ、肺臓組織 ノ管 内性 ナル爲容 易二其 目的

テ達 セズ、却 ツテー部 ハ再 ビ吸 引 セラ レ、病竈

テ旗大 シ、或 ハ滲 出物 ノ爲呼吸面積 ヲ縮小 シテ

急死 テ來 スコ トア リ。発疫動物 二於 テ再感染後

2・3日 ニ シテ発死 セルモ ノニ於 テ・・常 二急性肺

炎 ノ像 テ呈 シ、幸 二死 テ発 レタルモ ノニ於 テモ、

再感染後24時 間以後 二於 テ・・殆 ン ド常 二大小

ノ肺 炎竈 テ認 メタルハ甑 二各所 一於 テ論述 セ
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リ。 核動物二於 テハ滲出性禮質 テ獲得 セルガ爲ナラ

其他晃疫動物二於 テハ再感染後胸腔内或ハ腹腔 ンカ。

内二漿液 ノ滲出セルテ認 メタルモノアリ。之結

第 四章 結 論

初感染動物及 ビ再感染動物 ノ氣管内二弱毒結核 テ・・細胞増殖輕度ニシテ、多核 白血球 ノ滲出著

菌BCGテ 注入 シ肺臓氣道 二於 テ惹起 スル細胞 明ナリ。

性防禦機轄二就キ研究 シ次 ノ結論 テ得 タリ。(3)経 氣道免疫動物 ト皮下免疫動物 トヲ比較 ス

(1)健 常海演 ノ氣管 内二BCG菌 浮游液 テ注入 ルニ、前者・・後者 二比 シbeschleunigteReak一

シ、一定時間後其深部氣道 テ生理的食盤水ノーtion更 二高度ナ リ、印 チ結核菌 ノ経氣道的感染

定量テ以テ洗條スルニ、洗條液内二含有サル細 二封 スル経氣道的局所免疫 ノ本態ハ結核菌 ノ氣

胞ハ時間 ト共二檜加 シ、約5日 一シテ最高二達 胞内抑留作用從 ツテ氣道粘膜 ノ不透過性 ノ檜

シ爾後再 ビ漸次減少ス。肺胞内滲出細胞一ハ個 強、或ハ喰作用 ノ圭曾強、菌排泄機能充進等 ノ因

々分離 シテ存在スルモノト多数群在 セルモノト 子棍成作用 ナル〈ごシ。

アリ。分離細胞ハ最初出現 スルハ大輩核細胞二(4)氣 管内二注入セラレタル結核菌中分離存在

シテ、次 デ小軍核細胞出現 シ、時間 ト共二檜加 セルモ ノハー部ハ輩核細胞或ハ多核白血球二貧

スルモ他方叉大輩核細胞 二分化 シ、斯 クシテ大 喰 セラル。菌塊ハ最初獄層 ノ大輩核細胞二密二

小軍核細胞 ハ檜加スルモ、大軍核細胞ハ又一方 園続 セラレ、次デ其周園二多核白血球蝟集 シ、

退行攣性二陥ル。多核白血球 ハ梢 支邊 レテ出現 大軍核細胞 ノ憂性破壌 スルヤ多核 白血球直接之

シ其増加度邊々タルモ絶エズ檜加 シ、菌注射後 テ園続 ス。或 ハ最初 ヨリ多核白血球 ノミーテ之

約3日 目ヨリ軍核細胞 ノ減少 ト共 二途二多核白 テ園続 シ、結核菌塊 ハ破壌 セラレ、次 デ多核白

血球優勢 トナル。然 レ共多核白血球 ノ滲出又劣 血球或ハ第二次的二出現セル大輩核細胞 二貧喰

へ・10日 目ヨリ再 ビ軍核細胞出現 スルモ著明ナ セラル。結核菌二封 スル細胞性防禦機轄 ノ様式

ラズ、約1ケ 月後 二於 テハ健常動物二於 ケル所 ハ初感染動物及 ビ再感染動物 二於 テ同一ナルモ

見 ト略 ヒ同 ジ。群在細胞ハ最初 ヨリョ三トシテ軍 後者二於 テハ前者 二於 ケルヨリモ張 ク反慮 ス。

核細胞ニ シテ、多核白血球 ノ群在セルモノ比較 追 記

的少 ジ。即チ初感染試験 二於 テハ軍核細胞 ノ檜 本研究ハ昭和7年4月 第10同 結核病學會縮會

殖著明ニシテ、多核白血球 ノ滲出比較的少 シ。 二於 テ之テ畿表セリ。

(2)感 染晃疫動物 ノ氣管内二結核菌 テ再感染 ス 本研究二封 シ御指導及 ビ御校閲テ仰 ギタル今村

ルニ・其反慮機轄 ハ初感染動物二於ケル ト全 ク 博士及清野博博士二甚大ナル感謝 ノ意テ表ス。

同一ナリ。唯前者ハ後者二比 シ早 ク且高度二経 昭和7年2月11日 欄筆

過 スlbeschleunigteReaktion)、 且再感染二於
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篇

第 一圖 氣管枝腔内遊出細胞 ノ種類

1=小 軍核細胞

2--4==大 軍核細胞

4・=原形質 ノ空泡形成 ヲ示ス

5-6=移 そテ涯多系田月包

7-8=分 葉核細胞

9--10=大 輩核細胞 ノ核消失匂 レモノ

11=分 葉核細胞 ノ多核白血球 ヲ貧喰匂 レモノ

12=無 数 ノ結核菌 ヲ掘取セノレ分葉核細胞

13=結 核菌 ヲ貧喰セル多核白血球

眞 説 明

14=淋 巴球

第二匠劃 分離糸田月包ノ男犬況

(皮下免疫動物、動物番號、45、3時 間目ノ所見)

第三圖 輩核細胞性假性結節

(初感染動物、動物番號、9、lr)分 日ノ所見)

第四圖 多核細胞性假性結節

(皮下免疫動物、動物番號、49、10時 間 目ノ所見)

第五圖 結核菌塊ノ破壌及ビ 軍核細胞 ノニ次的出

現 ヲ示ス。

(初感染動物、動物番號、27,5日 目ノ所見)




